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第一章












　暗かった視界が一瞬で明るくなった。

　あの映像を見た時から、生まれ変わった気分になった。






　明るいオフィスに笑い声。

　窓は大きく太陽の光が入ってきて、たくさんの観葉植物がきらきらと輝く。働いている人々はいきいきとしていて、笑顔が溢れている。

　オフィスの奥にあるリフレッシュルームではコーヒーを飲みながら談笑をしていたり、仕事をするにもデスクもミーティングスペースも開放的な空間だった。かっちりとスーツを着ている人はごくわずかで、大体の人がラフな格好をしているのも信じられない。

　自分のデスクというものがなく、好きな場所に座っていいフリーデスクスタイルにもまだ戸惑っている。

　初めての環境に、中島なかじま美咲みさきはまだ慣れていなかった。

　毎日緊張気味で職場に向かっている。周りの人たちはみんないい人で、仕事も楽しい。憧れていた職場だ。ただ、前の職場とはあまりに違っていて戸惑っているだけだ。

「おはようございます」

　朝オフィスの扉を開くと、一番乗り――ではなかった。

「中島、おはよう」

「お、おはようございます、風見社長」

「ん」

　唇を横に引いて満足そうに微笑む。

　一番乗りの彼は、風見かざみ直哉なおや。この会社の社長だ。

　いつだって一番乗りは風見だった。入社当初誰よりもはやく出勤するつもりだったのに誰よりもはやく出社していた風見。それから毎日、勝ったことはない。

「社長、今日もお早いんですね……」

　勝負しているわけではないが、入社半年の新人として、社長よりはやく出社してみたいものだ。

「年寄りは朝早いんだ」

「そんな歳じゃないでしょうっ」

　確か三十六歳だったはずだ。ちょうど十歳美咲より年上で、社長というわりには若いんだ、と思った覚えがある。

　わはは、と風見が声を上げて笑う。誰よりもはやく来て誰よりも遅く帰る風見のエネルギーは感心を通り越して心配になる。社内で一番忙しいはずの人がすることではない。

　美咲は個人ロッカーからパソコンを取り出して、適当なデスクを選んで座る。社員としては毎日一番乗りなので選び放題なのだが、自分の中で大体決まっていた。女性社員が好む席の周辺だ。

「中島、仕事は慣れたか？」

　風見と二人きりの時間はいつも、気遣ってくれているのか声をかけてくれるのだけど、美咲はいつも緊張気味だった。

「は、はい。だいぶ慣れました」

　社長や周りの人のおかげで仕事自体には慣れたし、楽しさも感じている。

「入社したばかりなのに新しいプロジェクトのメンバーにまで入れていただいて……感謝しています」

「真面目だなあ中島は」

　風見がくすりと笑う。

「他のメンバーも、中島は未経験なのによくやってくれてるって褒めてたぞ。おかげでコンペ通ったって」

「そんな、私は全然……なにも」

　大型案件のコンペを勝ち取ったのも、風見を始め、プロジェクトメンバーががんばった成果だ。自分は何もしていない。

「祝賀会来るんだろ？」

「はい。一応……」

　風見と話をしながらも美咲はデスクの下でこっそりと手をぎゅっとにぎった。祝賀会とはいっても先輩方から聞くと普通の飲み会らしい。本当はあまり参加したくなかった。想像するだけで汗が滲む。社長もみんなもいい人だということはわかっているのに。

　美咲は、年上の男性が苦手だ。

「一応ってなんだ。絶対来るように」

「は、はい」

「忙しくてお前の歓迎会できてなかったしなあ」

　初めての飲み会のことを考えるだけで変な汗が背中を伝う。

「おはようございまーす。あ、また二人とも来てる！　負けた～」

　明るい声がして入り口を見るとコーヒーを持った男性社員の西野が入ってきて、美咲と同じような感想を告げる。

「まだまだなんだよお前は」

　風見と西野が話し始めて、美咲はほっとしながらメールチェックを始める。緊張して鳴っていた心臓も徐々に静まってきた。

　次第に社員が出社してきて、自分のデスクを選んでから、風見と談笑をする。相変わらずみんなに慕われた社長だ。前の職場とは大違いだった。

「おはよー中島ちゃん」

「おはようございます」

　隣の席には女性の先輩の、小田だ。美咲のことを一番可愛がってくれていて、同じプロジェクトのデザインを担当していた。正面に座ったのは制作担当の女性。斜め前も同じく。美咲は自分の周りが女性社員で囲まれているのを見て、ほっとした。

「今日朝一でミーティングやるぞー」

　風見がプロジェクトメンバーに声をかけるとみんな返事をする。風見と目が合って、美咲も遅れて「はい」と小さく返事をした。

　始業時間になると各自パソコンを持ってミーティングスペースに集まり、会議が始まる。会議の内容はもうしばらくは大型案件についてだ。見事コンペで勝ち取ったが、ここから先が本番だ。依頼された作品をどう仕上げていくかが重要……らしい。入社半年といってもまったく知らない業界に入って勉強をしていたら、いつの間にか経過していた。大型案件に関わるのも初めてだ。プロジェクトメンバーに入れてもらって初めて、仕事内容や大変さを知った。

　ＷＥＢマーケティング会社というものがあるのは知っていたしなんとなくの仕事は理解していたけれど、会社の人が具体的に何をしているのかはわかっていなかった。特に前職は事務をしていた美咲には異業種だ。

「今日も議事録は中島よろしく」

「はい」

　美咲は議事録用のデータを開く。

　風見はプロジェクトメンバーに入ってから毎回美咲に議事録をつけるよう指示をしていた。そのおかげもあって、仕事内容ややらなければいけないことなど、不透明だったものがはっきりとしてくる。個人の仕事内容についてはまだまだ理解が足りない。毎日勉強だ。

「……で、クライアントからの訂正案がさっそく来ている」

　風見の話にみんな耳を傾ける。

　プロジェクターに映し出されたデータをじっと見た。みんなが提出した作品に、クライアントの意見や要望を追加したものだ。今回制作を任されたのはＷＥＢ広告およびＣＭだ。コンペには勝ったけれどクライアントと打ち合わせを繰り返してさらに良い作品にするために試行錯誤をする。

「明日クライアントとの打ち合わせがあるんで、事前にもらったクライアントの意見をどう反映させるか、みんなの意見を聞いておきたい」

　主にあったのは「わかりやすく」というテーマだ。十分わかりやすく伝わると思うのだが、クライアントには物足りないようだ。

　各々意見をあげていくのを美咲は自分のメモデータに打ち込んでいく。最初はメモをとることに必死になっていたけれど、今では中身についても考えられるようになってきた。一応マーケティング部門として毎日新鮮な勉強をしているからか、いろんな視点で見られることもあった。

「中島はどう思う？」

　急に声をかけられる。今までにないことに美咲は目をまるくして風見を見上げる。

「マーケ担当からの意見を聞かせてくれ」

　風見が優しく見守るような表情で微笑む。

「え、えっと、あの」

　ミーティングの中で発言をすることは何度かあったけれどそれは意見というよりも完成したものに対して感想を求められることが多かった。

「なんでもいいから教えてくれ」

　全員の視線が美咲に集まり緊張するが勇気を出して口をひらく。

「まだまだ素人意見ですが……視聴者視点で考えるとストーリー性のあるオシャレな広告には目を惹かれるのですが、最後にはどういう広告だったのだろう、となってしまうかもしれません。途中にある伏線のようなものをあえてわかりやすくする、とか……」

　自信はないので言葉尻が小さくなってしまった。

「……うん、確かに、それもそうだな」

　風見を筆頭に全員が頷いてくれて、ほっとした。少しでも制作の手助けになっていたらこんなにうれしいことはない。

　それから会議は一時間ほど続き、なんとかみんなの意見がまとまりクライアントへの提案方法も定まった。

「……まとまったところで、クライアントとの打ち合わせ参加メンバーだが」

　いつものメンバーの名前が呼ばれる。風見、広告、デザイナー、映像担当だ。

「それから、中島」

「はいっ、え？」

　突然名前を呼ばれて風見に視線を向けた。

「……中島にはサポートを卒業してもらって、本格的にマーケティングに入ってもらう」

「うん、いいと思います。中島ちゃんがんばってくれてるし、すごい勉強してるから」

　女性社員もうなずいた。続けて他のメンバーもうなずいてくれた。

「あ、ありがとうございます」

「まずは議事録係ってことで、現場で学べ。がんばれよ、わからないことがあったら聞け」

「は、はいっ！」

　不安はあるけれど風見が見てくれていたら大丈夫だと思える。

　風見の堂々とした態度は、安心感を与えてくれる。

　美咲が面接をした時、彼が相手だったのをよく覚えている。「自信」というものを体現したような人だという印象だった。その印象は一緒に仕事をするようになっても変わらない。社長という立ち位置のせいもあるだろうけれど、発言に自信と責任を持っていて、社員がついていくのもわかる。まったく知らない業界に入っていく不安はあったけれど、彼についていけば大丈夫だと思った。

「明日は打ち合わせのあと、祝賀会だからな。しかも金曜だ。気合い入れて行くぞ」

「はいっ」

　メンバー全員の表情が明るくなる。一方で美咲は仕事のやる気はあるけれど、打ち合わせ以上に飲み会については不安でいっぱいだった。










「みんな、打ち合わせお疲れ」

　緊張の打ち合わせは夢中のままあっという間に終わっていた。美咲は議事録をとることに必死であまり覚えていないけれど、クライアントとの話し合いは白熱していてその空気を味わえただけでも成長するきっかけになればいいと思った。

「クライアントをうまく説得できたし、これでいけそうだな」

「社長のおかげです！」

　風見の次に発言していたデザイナーの男性が深く頭を下げていた。

「お前の努力の成果だよ。ありがとう」

「い、いえそんな！」

　彼は少し目を潤ませていて、美咲までもらい泣きをしてしまいそうだ。

「コンペのプレゼンもよかったし、成長したな」

「ありがとうございます！」

「デザイナーも、映像担当も、マーケ担当も、今日も全員素晴らしかった。みんなのおかげだ。ありがとう」

　疲れ切っていたみんなの表情が明るくなる。美咲も例外ではなく、緊張していた身体の力がようやく抜けた。

　プレゼンの時に、緊張した面持ちで会社を出ていったみんなが、すっきりした顔で帰ってきた時はプレゼンが成功したんだろうなと思っていたけれど、風見のサポートや言葉があっての表情だったのだとわかった。これはみんな安心するわけだ。

「週末ゆっくり休んで、あとは週明けみんなで整理しよう」

　はい！　とみんなの気合いの入った声がする。美咲は今ようやく、メンバーの一員になれたのだと実感して感動していた。

「飲み会、もうスタートしてるみたいっす。はやく来いって」

　幹事からの連絡があったらしく、西野が携帯を見ながら促してくれる。

「あー俺は資料置いてから行くから、先行ってろ」

　風見がみんなの資料を回収し始めた。

「え、いいですよ。私がいったん戻りますので風見社長は先に……」

「いいって。中島は初参加だし主役みたいなもんなんだから、先に行ってろ」

「でも」

「……どうした中島？　顔色悪いぞ。体調良くないか？」

「い、いえそんなことないんですけど」

　緊張が顔に出てしまっていたのか、風見が心配そうにのぞき込んでくる。

「帰るか？」

「大丈夫です。行きます」

　せっかくの祝賀会だ。みんなともっと親交を深めるチャンスでもある。緊張はするけれど美咲の中で参加しないという選択肢はない。

　風見は結局引くことはなく会社へ戻り、残りのメンバーで飲み会の店に向かうことになった。






　着いたのは居酒屋だった。

　ざわざわとした店内奥のお座敷にはすでにみんな集合していた。笑顔で迎えられて、ほっとするまま席についた。ＷＥＢコンサルティング会社で社内があんなに現代的なので、飲み会などもどれほどオシャレな場所でやるのだろうと思っていたら居酒屋で美咲は心から安心した。けれど普通の居酒屋とは違ってメニューなどは少し凝っているみたいだ。

「じゃあ社長が来る前に、とりあえず乾杯！」

　お酒を注文し、幹事がジョッキを持ち上げる。合わせて全員がジョッキを上げた。適当に食べ物を注文してくれたらしく、テーブルの上にはすでにサラダやおつまみなどがたくさん並んでいた。

「中島ちゃんと飲めてうれしいな～」

「私もです！」

　先輩方がやさしく声をかけてくれる。十人以上いる社員の飲み会では全員と話すことは難しく、各々話をしていた。美咲も女性の先輩たちと盛り上がっていたが、途中で男性社員の西野が割って入ってきた。

「中島ちゃん、彼氏いるの？」

「え」

　赤い顔をして隣に座る。まだ始まってそれほど経っていないのにもう酔っているみたいだ。

「ちょっと西野くん！　中島ちゃん困ってるじゃん」

「うるせーなあ、俺は中島ちゃんに聞いてんのっ！　なあ？」

「あ、あの」

　腰に手を添えられてぞくっとした。逃げたいけれど身体が固まって動かない。どうしよう、と気持ちが焦るばかりだ。

「悪い、遅くなった」

　風見の声がして、みんな一斉に風見に視線を向ける。美咲の腰に手を置いたままの西野も同じく。

「社長ー！　遅いですよー！」

　不満が上がりつつもみんなはうれしそうな顔で風見を迎え入れている。こっちこっち、と手招きまでされている。前の職場でこれほど上司が好かれている光景は見たことがなかった。彼の人柄なのだろう。

　みんなに手招きをされているのに、風見は美咲を見つけて近寄ってくる。

「……おい酔っ払い、なに中島に絡んでるんだ」

　美咲の腰に置いてあった手を払って西野との間にどかりと座った。

「絡んでるってそんな～。あ、社長何にしますか？」

「とりあえず生だな」

「了解っす。生お願いします～」

　西野は気まずくなったのか少し離れた席に戻った。

「で、あいつに何言われたんだ？」

「あ、あの」

　小声で風見に聞かれる。心配してこちらに来てくれたのだろうか。であれば美咲はよほど困った顔をしていたのだろう。大人としてかわすこともできないとは、情けない。

「まあ言いたくないならいいが……もしかして邪魔だったか？」

「い、いえ！　助かりました……」

「そうか。ならよかった」

　風見の分の手拭きとビールが到着して、一息ついてから風見が立ち上がる。

「みんな、遅れて申し訳なかった」

　風見のよく響く低音によって騒がしかった全員がぴたりと黙り、グラスやジョッキを持ち上げる。

「乾杯！」

　再び乾杯をすると、さらに盛り上がり始める。こういう場面でもやはり彼の存在感は凄いと、美咲は隣の風見を見つめる。働く社長というものは他の会社もこういう感じなのだろうか。前職ではありえない光景なので業界柄なのか。

「ん。どうした？」

「い、いえ」

　見つめていたことに気づかれてしまって、慌てて目をそらした。

　風見が隣に座ってくれたことで西野は近づかなくなったけれど、それでも美咲の緊張はなかなか解けない。

　風見が悪いわけではない。全部美咲が悪いのだ。

　グラスに入っていた果実酒のソーダ割りをぐっと飲みほした。

「おい、一気に飲んで大丈夫か？」

「大丈夫ですっ！」

「中島ちゃん飲めるほうなの？　次なににするー？」

　正面に座った小田は、お酒が大好きらしく先ほどからどんどん注文をしている。さらにお酒に強いらしい。

「じゃあ、ファジーネーブルを」

「おいおい中島にあんまり飲ませるなよ」

「大丈夫ですよ甘いカクテルだから」

　さっきの果実酒だってソーダ割りだったし、ファジーネーブルだって甘いお酒だ。

「そーそー。中島ちゃんを気に入ってるからって過保護ですよ～」

　注文したお酒はすぐに到着して美咲の手のひらを濡らす。やけに喉が渇いてすぐに口に含みながら風見を見上げた。

「気に入ってる……？」

　確かに風見はやけに声をかけてくれる。それは経験がなく美咲が頼りないからだと思っているので、気に入られているという意識はなかった。

「おい小田、何言ってるんだ」

　風見が小田を軽く睨む。

「あれれ？　社長まさか照れてる～？」

　口調が完全に酔っ払いだ。普段しっかりしていて頼りになる小田の新たな一面を見ることができて親近感が沸く。

「まったく……小田は酒癖が悪いんだ。中島、気にするなよ」

　風見は、はぁ、と大げさなため息を吐いて一杯目のビールを飲み干し二杯目を注文する。

「社長もお酒強いんですね」

「いや、普通だな」

　空になったジョッキを片付けようと手を伸ばすと、美咲の手に大きな手が覆いかぶさる。美咲の手をすっぽりと包むほどの大きさに身体が硬直した。寒くもないのに悪寒が走る。

「悪い」

　風見はすぐに手を離したけれど美咲の手の甲には感触が強く残っている。風見のことが嫌いなわけではなくむしろ尊敬しているのに、彼の手に嫌悪感を抱いてしまったのが自分でもわかった。どうしてこんなことになるのかと嫌気が差す。

「中島？」

　硬直していると顔を覗き込まれて無理やり意識を引き戻した。

「す、すみません！　なんでもないですっ」

　美咲は誤魔化すようにファジーネーブルをごくごくと飲んだ。

「おい、そんな一気に飲むな」

　風見の忠告を無視して美咲は飲み続ける。

　お酒は強いわけではないが、とにかく緊張を忘れるために、嫌なことを忘れるために、それからみんなと話しをするのが楽しくて、勢いのまま飲み続けた。隣の風見に止められながらも。






「中島ー、大丈夫か？」

「ん……」

「立てるか？」

　いつの間にかもうお開きの時間らしい。美咲は気持ちがよくてテーブルに突っ伏していた。力強い手に腕を引かれるけれど立ち上がることができない。

「社長、中島ちゃんよろしく～！」

　明るい小田の声が耳に届く。寝ているわけではない。ただ頭の中もふわふわして身体の力が抜けているだけだ。けれど少し油断をすれば眠ってしまいそうだった。

　ふらふらしながらも立ち上がり風見に引っ張られるまま店を出た。店外はざわついていて「二次会行くぞー！」などという声が聞こえた。

「中島ちゃん大丈夫？」

　誰のものかわからない声だったけれどこくこくとうなずいた。

「俺が送っていくから、二次会はやめとく」

「は～い」

　そんな、いいです、飲み会には社長がいなくちゃ意味がない。

　と言いたくても言葉にならなかった。

「おい中島、とりあえず送るから、タクシー乗るぞ！」

「……ん～～」

　風見が手をあげるとすぐにタクシーが止まる。もちろん美咲は風見の手助けなしでは入ることもできない。先に風見が乗り込み、手を引かれてエスコートされる。とはいえ美咲はぐだぐだなので倒れ込むように乗り込んだ。

「中島、大丈夫か？」

「はい……」

　こてんと風見の身体に身を預ける。大きな身体はもたれかかるにはちょうどよく、ほどよい体温が伝わってきて眠気に拍車をかける。

「お客さん、どこまでですか」

「ああ……えっと、中島の家はどこだ？」

「……」

　頭の中に風見の声が響く。夢うつつの美咲は入社面接の時の風見を思い出していた。

「……、中島？」

「私、この会社に入れてうれしいんです……」

「なんだ急に」

　飲み会がすごく楽しかった。少し困ることもあったけれどそれよりも楽しさが勝っていた。改めてこの会社に入ってよかったと実感しているところだ。自分を採用してくれた風見には感謝しかない。

「私、ここの会社のＣＭが大好きで」

「……知ってる。面接の時に聞いた」

「救われたんです。本当に」

「中島、住所」

「ＣＭを見た時、目が覚めるような感覚で、ああ転職しよう、って……まさか憧れのＣＭを作った会社に入れるとは思わなかったですけど……」

　目をつむったまま語り続ける。

「お前酔うと饒舌になるのか？」

「社長にはすっごく感謝してて、あのＣＭを作った人にもすごく感謝してて～……」

「相当酔ってんな……しかたない。運転手さんすみません、――まで」

















第二章












　くらくら、ふわふわ。

　心地よい揺れに美咲は眠ってしまっていた。寄りかかるものがなくなって、その代わりに全身を伸ばせる場所に身体が沈む。

「……中島」

　はっきりと名前を呼ばれてゆっくり瞼をひらくけれど、眩しくて光に慣れるまで時間がかかった。まだ頭がふわふわしている。しかも寝転がっている場所がふかふかで気持ちがよくて雲の上にでもいるみたいだ。

「……社長……？」

　でもどうしてそんな場所で、風見が美咲の顔を覗き込んでいるのだろう。

「目ぇ覚めたか」

「……ん……」

　頭はぼんやりしたままだけれど目の前にいるのは風見だということははっきりわかる。

「社長、ありがとうございます……私を採用してくれて……」

「……そっちかよ。まだ酔っぱらってんのか」

「私、本当に感謝していて……」

「はいはい、わかったって。いつもこんなに飲んでるのか？　……無防備過ぎだろう」

　ぎし、と音が鳴る。

「中島」

「……んー」

　風見が美咲の身体に覆いかぶさる。とろんとした目で風見を見上げていると、ゆっくりと風見が近づいてくる。

　唇がふれそうな距離にまで近づいて、風見は口を開く。

「襲いたくなる」

　息が多く混ざった声で風見が囁く。

　夢を見ているんだ、と美咲は思った。だって風見がそんなことを言うわけはない。ここは雲の上だし、美咲は気持ちのいい夢を見ているだけだ。

「お前は俺のことをただの上司としか思ってないだろうけど」

　美咲はゆるゆると首を振る。ただの上司だとは思っていない。尊敬している人だ。

「俺は、お前を可愛いと思ってるよ」

　大きな手がするりと美咲の頬を撫でる。苦手なはずの男の人の手なのに、温かいからか、心地よかった。あまりの気持ちよさに猫のように自ら頬をすり寄らせる。

「っ……中島、キスしていいか」

　美咲の唇を風見の親指がなぞる。ふにふにと唇にさわられると気持ちよさの他に、鼓動が早まっていく感覚がした。

　夢だし、気持ちいいし、と美咲は目を閉じて、ゆっくり一度頷いた。

「っ……本当にするぞ」

　太い指が離れていき、押し当てられる唇。

　本当に風見にキスをされている。夢とはいえ信じられないことだ。最後に男の人とつき合ったのは大学時代なのでこういうことをするのは久しぶりだ。もしかして欲求不満だったから夢に見てしまったのだろうか。

　でもまさか社長を相手に夢を見てしまうなんて。

「ン……」

　温もりが離れていってしまうのが寂しくて、手を伸ばしたところにあった風見の服を掴む。

「っ、お前なあ……」

「ふぁ、ぁ……ん」

　再び降りてきた唇は先ほどの優しさよりも激しく、かぶりついてくるみたいだ。風見の熱い息が唇にふれる。何度もふれるだけのキスを繰り返す。そのうちに息が上がり、美咲は瞳に涙を浮かべる。

「……中島……」

　美咲が受け入れると風見の動きが次第に大胆になっていく。ぱくりと食べられて唇を吸われる。角度を変えて何度も何度もそんなキスをされ、美咲の鼓動はまた早まり、息も苦しくなってくる。

　はぁ、と熱い息を洩らした時、風見の指に口を開かされる。

「社長っ……」

　思わず名前を呼んでいた。

「っ、」

　風見の動きが止まる。なぜか呆然と美咲を見下ろしてくる。

　自らの額に手を当て、はぁ、と大きく息を吐いた。

「……理性飛んでた……」

　美咲は激しいキスにくたりと、雲の上に身体を預け、胸を上下させる。全身に熱が灯り、熱くてしょうがない。

「このままじゃまずいな」

　風見がぽつりとつぶやいた。優しく頭を撫でられ、ぎしりと音を立てて風見が離れていく。美咲は、待って、と言いたくても言葉が出てこなかった。

「ゆっくり休めよ」

　風見の声が響き、静かにパタンとドアが閉まった。










　眩しく暖かい光を感じてゆっくり目を覚ました。

　瞼を開こうにも明るさに目が慣れなくて周りがはっきりするのに時間がかかった。

「あれ……ここ、どこ」

　美咲は見慣れない部屋にいた。美咲の目を覚ました日差しがカーテンの隙間から入ってきていている。

「え、朝？　あれ？」

　身を起こすけれど今美咲が寝ていたこのベッドはいったい誰のものなのだろう。昨日あったことを思い出そうとしても何も思い出せない。やけに気持ちのいい夢を見たような気がするけれど詳細はさっぱりだ。

　服は着ているけれど携帯電話やカバンが見当たらない。とりあえずベッドから出ようとすると、ドアの向こうから足音が聞こえてきた。誰が来るのかと心臓がバクバク鳴る。

　ガチャリとドアノブが回り、ドアが開く。

「お、中島、起きたか」

「えっ……社長!?」

　現れたのは風見だった。私服なのか、Ｔシャツにジーンズというラフな格好だ。ラフな会社といえど社外との打ち合わせが多い社長は、普段スーツや落ち着いたシャツを着ている。会社ではきっちりと分けられている前髪も、今はサラサラの状態で額に落ちかかっている。完全な私服姿というのは初めて見るが、知らない人みたいで新鮮だった。

「気持ち悪くないか？　相当酔ってたからな。ほら、水」

　ペットボトルのキャップを外してくれて、手渡される。たしかにすごく喉が渇いている。一口飲むとさらに欲しくなって、ペットボトルの半分くらい飲み干していた。

「あ、あの、私どうして……」

　するとぼんやりとしていた意識がはっきりとしてくる。

「すんげえ酔っぱらってて、住所も言えない状態だったから俺の家連れてきた」

「えっ」

　ここが風見の家なのかとぐるりと見回す。今いる場所はおそらく寝室だろう。全体的に黒を基調にしたシンプルなデザインだ。

「まさか朝まで起きないと思わなかったから俺の家にした。悪いな」

「いえそんな……ご迷惑をおかけして申し訳ありませんっ」

　ベッドに座りながら深く頭を下げる。

「今日休みでよかったな……朝飯食えるか？」

「は、はい……」

　ふかふかのベッドから降りて風見の隣を歩く。

「ひゃっ……しゃ、社長？」

　するりと自然に伸びてきた手が腰に添えられ、思わず逃げるように離れていた。面倒見がいい社長とはいえ恋人のような真似をする人ではなかったはずだ。

　逃げるようにした美咲を見て風見は目をまるくした。

「……やっぱり覚えてないか」

「私、なにかしちゃいましたか？」

「キスした」

　予想外の言葉に一瞬思考が止まる。

「えっと……誰がですか？」

「……俺と中島がだよ」

「ええっ！　……あ」

　夢の中で誰かとキスをしていたことをかすかに思い出した。やけに気持ちがいい夢だと思っていたけれど、あれがまさか現実だとは。

「思い出したか？」

「いえ、あの、夢だと思ってて……」

「夢、か」

　ふー、と長い息を吐く。

「夢で俺とキスしてどうだった？」

「あ、あの」

　夢だと思っていたあの感触。熱い唇が美咲の唇をなぞり、重なった。息遣いや彼の熱が伝わり、身体が熱くなったのを思い出す。思い出している今でさえも少し身体に熱を持ち始めていた。

「赤くなった中島、可愛いな」

　くすりと微笑み、風見が身をかがめる。美咲の顎をくいっと持ち上げた。

「あ……社長……ン」

　ふわりと優しく唇がふれる。一度ふれて離れていった。

「……嫌だったか？」

　美咲は首を振る。

　突然のことで驚いたが、昨夜の気持ちよさが一気に思い起こされて鼓動が高鳴る。

「……中島、俺の恋人になってくれ」

「……え」

　風見をまじまじと見つめる。冗談とは思えない真剣な目と、心なしか頬が赤くなっている。美咲は急展開に頭がついていかない。働いている会社の社長にキスをされて、恋人になってくれなんて、どんな現実だろう。

　もしかしてまだ夢を見ている？

　信じられない。なにか裏があるに決まっている。

「ど、どういう事情でしょうか」

「事情って……。『好きだ』では事情にならないか？」

「っ」

　胸がドキンと一度大きく鳴った。熱のこもった瞳で見つめてくる彼は普段とはまったく違う人物だ。そんな目で美咲を見ていると思うと、心臓が早鐘を打ち、身体が熱くなっていく。どう答えたらいいかわからずに美咲は黙って風見を見上げていた。

「お前が俺を上司としか見てないのはわかってる。これから一緒に過ごしていくうえで、男として好きになってほしい」

　真剣な告白。

　美咲はこくりと喉を鳴らした。

　風見にキスをされて告白をされるなんて夢にも思っていなかった。風見のことは男性としてというよりも人として好きだし尊敬をしている。今つき合っている人も好きな人もいないし、断る理由はない。

　なにより、風見の目に惹かれていた。

「……社長だからって、遠慮しないで断っていいからな。まあ、断っても諦めはしないが」

　にやりと笑う。

　美咲は慌てて口をひらいた。

「えっと、あの、お、お願いします」

「……よかった。ありがとな」

　安堵した風見の表情を見て美咲は受け入れてよかったと思った。

「でも、いいんですか？　社内恋愛……」

「問題ない。俺が社長だからな」

「ふふ」

　美咲はうつむいて口に手を当てて笑った。

「中島」

「あ、んぅ……」

　指先で顎を持ち上げられ、風見の唇が降りてくる。ちゅ、ちゅ、とついばむようなキスだ。風見にキスをされるとすぐに頭の中がとろけるようになる。

　大きな手が美咲の腰にふれた。瞬間、背筋に冷たいものが走った。






「っ、や！」

　美咲は反射的に風見の身体を押し返していた。ドキドキと胸が大きく鳴っている。けれど先ほど風見に告白をされたような胸の高鳴りではなくて、危険なものに遭ったような焦りと恐怖の鼓動だ。鼓動が激しくなるにつれて呼吸も浅くなっていく。

「……嫌だったか？」

　風見が心配そうに美咲を見つめる。美咲はハッとして、息を整えながら風見の腕をそっと掴んだ。

「……あ、あの、ごめんなさい」

　頭がさーっと冷めていく感覚。美咲は自分の身体を抱きしめていた。

「いや俺こそ性急すぎたな。悪い」

「違うんです、あの、私が悪いんです」

「何がだ？」

　緊張するけれど、毎回こうなってしまっては風見に悪い。美咲は少し間を置いて、告白をする。

「私、前の職場で男性がちょっと苦手になって……」

「ああブラックだった会社か……確かに、男と距離を取るところは気づいていたが……セクハラか？」

　美咲はこくりとうなずく。

「風見社長が嫌なわけじゃないんです。ただ、男の人の大きな手に身体をさわられると……怖くて」

　実際、おおごとになるようなことはされていない。けれど日常的に繰り返される過剰なスキンシップに、美咲はすっかり男性の大きな手が苦手になってしまった。特に、自分より地位の高い人の手で腰のあたりを撫でられると、拒否反応を起こしてしまう。

「そうか。そこまでは気づかずさわってたな……悪い」

「いえ大丈夫です！　私が悪いだけなので……」

「お前は何も悪くない。悪いのは前の上司だろ」

　風見がはっきり言ってくれて美咲の心がわずかに軽くなる。前の職場でのことは思い出したくないほどだった。思い出すと胃が傷み、前の上司の目つきを思い出せば身体が震える。ようやく抜け出せたというのにまだ囚われている自分が嫌になるのになかなか忘れることはできない。

「ちなみに……キスは大丈夫なのか？」

　風見が不安げに目を覗き込む。美咲はすぐに首を振った。

「社長のキスは、気持ちいいです」

　風見にキスをされるとすぐにとろけそうになる。キスってこんなに気持ちよかったんだと知った。最初は夢の中、ふわふわした時の感覚だったので実際したらどうなのかと思っていたけれど、ついさっきキスをした時でもお酒に酔っていた時みたいだった。

「っ……」

　風見が距離を詰める。

　近い距離で上目遣いに見上げると風見の燃えるような瞳が目に入る。

「お前そうやって煽るの天然？」

「煽ってなんか……ン」

　唇が塞がれた。突然だったけれど遠慮がちに。

　風見の優しさがうれしくて、うっとりと目を閉じる。

「ここ、さわるのは嫌か？」

　風見の手がそっと美咲の頬を包み撫でるように動く。見つめる風見の視線は鋭く、熱を孕んでいた。手のひがひどく熱くて、心地の良い熱に美咲は薄く口をひらく。

「だい、じょうぶです……」

　頬にさわられるのが嫌じゃない。むしろ、心地いい。

「よかった。ン」

　両手で頬を包まれる。固定された唇を、風見の舌がなぞる。

「ぁ、あ……社長……」

「中島……そんな顔するんだな、可愛い」

　ちゅ、と小さくキスを落とし、風見は離れていった。手だけは頬をさらりと撫でたままだ。指先が唇をなぞる。

「キスが大丈夫ならよかった。少しずつ慣れるように協力させてくれ」

「……ありがとうございます」

　呆れられなくてよかったと心の底から安堵した。

　まだ風見のことを自信を持って好きだとは言えないけれど、きっと好きになってしまう、という予感があった。










[image: ]

















第三章












　週明け、いつも通りの時間に出勤をした。

　会社のドアを開ける時は緊張したけれど、普通にしなければ、と深呼吸をしてからドアを開く。

「……おはよう、中島」

「おはようございます社長。……今日も早いですね」

「ああ、いつも通りだ」

　にこりと風見が微笑む。

　風見の微笑みに緊張がほどけ、美咲も普段通りにロッカーからパソコンを取り出し、デスクにつく。

「中島、具合はどうだ？」

「大丈夫です。ご迷惑をおかけしました……」

　立ち上がり、風見に頭を下げた。

「いや、大丈夫。それより、聞き忘れてたんだが、いつもあんなに飲むのか？」

「そんなことないですっ。緊張と、みなさんとお話できて楽しくてつい……」

「そうか。よかった」

「あんなことになったのは初めてです」

　記憶がないほど酔っぱらったのも初めてだし、人の家に泊まってしまったのも初めてだ。相手が風見でよかった。

「これからは気をつけろよ」

「はい。すみません」

　注意されてしまった。社会人として恥ずかしいことをしてしまったとデスクで反省をしていたら大きな咳払いが聞こえて音の方向に視線を向ける。

「……他の男の前であんなになられたら俺が困る」

「っ」

　風見が美咲をじっと見つめていた。美咲は風見とのことを思い出して、自然と顔が熱くなる。

「今日昼、外行くぞ」

「えっ」

「十二時半に会社裏の公園な」

　目をまるくしている美咲に構わず風見は続けるので、思わずうなずいていた。

「おはようございまーっす」

　いつも美咲の次に出社をする西野がコーヒーを持って元気よくドアを開けて入ってきた。美咲は慌ててパソコンに向き直る。

「おはよう。朝から元気だな西野」

「でしょ～。あ、中島ちゃん金曜は大丈夫だった？　すごい酔っぱらってたよね～」

　西野に必要以上に近寄られ、美咲はつい身を引いていた。彼のことは、飲み会のことで苦手意識が芽生えてしまった。

「大丈夫です。すみませんでした」

「いやいや、意外な一面よかったよ～また飲み行こうな！」

　風見にちらりと視線を向けると、ぎろりと西野を睨んでいた。あまりに鋭い視線に西野も気づいたようだ。

「な、なんすか社長」

「……いや別に。朝一でミーティングやるから準備しとけよ」

「は～い」

　西野はこんなに軽いけれど仕事はすごい。彼が作った広告ＣＭは人を引き付ける魅力がある。美咲が転職のきっかけになったＣＭをこの人が作ったのだと思うと少し残念だ。

「中島もだからな」

「は、はいっ」

　金曜日の大事な打ち合わせの議事録を取り出し、ミーティングに間に合うように整備する。風見とのことがあって忘れてしまいそうになるが、大事な仕事だ。迷惑をかけたくはない。

「おはよー中島ちゃん。金曜日大丈夫だった？」

「あ、はい……すみませんでした」

　隣の席の小田が出勤早々声をかけてくれる。

「社長すごい心配してたよ～送ってもらった？」

「は、はい……」

　彼女はなにも怪しんではいないのに美咲は一人でドギマギしていた。みんなから好かれている社長とつき合うことになったことはできれば知られたくはない。それほど自分に自信はなかった。

　朝一のミーティングをこなし、そわそわしながら業務をこなした。

　ようやく十二時半になるとお財布を持ち席を立った。チラリと視線を送ると風見はすでにいなくなっていた。お昼の時間は仕事の都合があるためそれぞれ好きな時間にとっていいことになっている。すでに朝食を済ませた人もいるし、忙しそうにまだ仕事をしている人もいる。

　お昼いってきます、と声をかけて外に出た。急いでコンビニに寄り、公園へ向かう。

　会社裏の公園はお昼時になると近くの会社の人たちで賑わっている。昼寝している人もいればお昼デートなのだろうかという距離感の男女まで。美咲はいつもデスクでコンビニ弁当を食べているので新鮮だった。

「社長っ、すみませんお待たせしました」

　風見は公園奥のベンチに足を組んで座っていた。遠くからでもよくわかる堂々とした姿だ。

「いや待ってない……お前昼はコンビニか？」

　美咲の持っているビニール袋をじっと見ている。

「はい。自炊はしばらくできてなくて……」

　笑って誤魔化したけれどよく考えれば恥ずかしいことだ。いい歳をした女が、お弁当はまだしも自炊をしていないとさえ告白してしまった。彼に呆れられてしまったらどうしよう。

「じゃあこれ食え」

　広げられたそれは豪華なお弁当だった。大きめのお弁当箱の半分はひとつひとつちょうどいいサイズに握られたおにぎりで、半分にはおかずがびっしり。そのおかずも色とりどりでお肉や野菜、オムレツと揚げ物が入っているのはわかるけれど、ホテルのビュッフェで目にするような料理名がわからないものばかりだ。ただ、高そうだということだけはわかる。

「え……なんですかこれ？」

「弁当に決まってるだろ」

「それはわかりますけど……どこに売ってるんですかこんなすごいお弁当」

　こんなに豪華なお弁当はコンビニでは売っていないし、このあたりには弁当屋もない。もしかして風見の特注だろうか、とさえ思った。

「俺が、俺とお前のために作った弁当だ」

「ええっ！」

　お弁当と風見を交互に見る。

「これ……社長が作ったんですか!?」

「ああ。料理は趣味なんだ」

「い、意外なご趣味をお持ちで……」

　社長で、仕事もできて顔もいい、さらには料理上手とまで来ると、もうどうして結婚をしていないのかわからない。

「まあ、女は俺のほうが料理できると知ったらいい顔はしないけどな」

「そんなことないですよっ！　私からしたら凄すぎてびっくりしてます……」

　すごい、という言葉以外が出てこないくらいだ。今まで料理を作るなんていう話は雑談でも聞いたことがなく、まったく無縁だと思っていた。なんなら三食外食なんだろう、と思っていたくらいだ。

「ならよかった。一緒に食べてくれ」

「あ、ありがとうございます」

　コンビニのお弁当を買った自分が恥ずかしい。買ったお弁当は夕飯にしよう、とそっと視界の端へ追いやった。

「あの、念のためですけどこれ、冷凍食品は……」

「あるわけないだろう」

「で、ですよねえ……」

　完敗だ。すべてが手作りだなんて、やっぱり彼はどこか違う。一人で会社を立ち上げたと聞いたが、そんなことができる人はやっぱり何事もできるレベルが桁違いなんだ。

　お昼休みも限られているのでさっそく風見作のお弁当をいただくことにした。まずはおにぎり、それから名前のわからない高級そうなおかず。お肉らしきものを食べると、友だちの結婚式で食べたことがあるような味だった。

「おいしい……っ」

「それならよかった。どんどん食べろよ。スープもあるからな」

　風見はマグボトルをあけ、カップに注いでくれる。あたたかいコンソメスープだった。

　こんな豪華な昼食は初めてだ。美咲は夢中になりつつもひとつひとつ味わいながら口に運んでいった。

　二人で食べるには十分な量で、お弁当箱の底がきれいになる頃にはお腹がいっぱいになっていた。

「すっごくおいしかったです。ありがとうございました！」

　最後にお茶を飲みながら美咲は満足感でいっぱいだった。平日のお昼休みだということを忘れるくらい非現実的だった。

「そうか。弁当は始めて作ったが、喜んでくれたならよかった」

「え、初めて……？」

「ああ」

　てっきり毎日、日常的に作っているものだと思っていた。お昼休憩の時の風見を見ることがないからかいつもこうやって公園でお弁当を食べているものだと。

「ど、どうしてそんなことまで」

「……お前に食わせたかった、それではだめか？」

「だめじゃないですけど」

　そこまでしてもらうほどの女ではない。むしろ美咲がしなければいけないことなのではないか。うれしいというよりも不思議でしょうがなかった。

「好きだから」

「え……」

　膝の上に置いた手に、風見の手が重なった。座っている距離も縮まり肩がぴたりとくっつく。

「中島のことが好きだから俺がしたかっただけだ。気持ち悪かったか？」

「いえ、そんなことはないです！　でも、私にそんな魅力ないのになって……」

　風見ほどの人だったらモテるだろうし美咲に対してそんなことをする必要もないだろう。

「魅力はある。新しい業界でがんばってついていこうとしてるのも知ってるし、トラウマを乗り越えたいっていう気持ちも知ってる」

「あ……」

　頬に風見の手がふれる。するすると撫でられた。ごはんを食べたあとだからだろうか。体温が高い。

「そんなお前に魅力がないわけないだろ」

「……社長」

　顔が近づいてきて、視界が埋まる。

　キスをされるんだ、と思った時に、風見とキスをした感触を思い出した。お酒に酔っていたのではっきりとは覚えていないけれど、やけに気持ちがよかった。朝にしてくれた優しいキスとは違って、もっと熱くてとろけるようなキスだ。

　そういうキスを、待っていた。

「……」

　けれど近づいたまま風見は動かない。ただ、美咲の唇を指先でふにふにとさわる。感触を楽しむように、美咲を焦らすように。

「あ、あの」

「ん？」

「……いえ……」

　男の人が苦手だと、嫌なことを思い出してしまうと、彼は気を遣ってくれているのか、それ以上はふれてこなかった。

　美咲の身体に熱だけ灯して。

　またあの時みたいなキスをしてほしい、なんて言えない。










　昼食を一緒にできたのはこの一度きりで、それからはなかなか忙しく時間を合わせることができないでいた。

　大型案件に取り掛かっているからこれほど忙しいらしい。相変わらず風見は社員を引っ張り、まとめる。美咲は打ち合わせに参加したことから本格的にマーケティング部門として風見の下で働くことになり、忙しさは倍以上だった。勉強することも倍以上だ。美咲が任せられたのはまず自社ＷＥＢサイトの運営だった。ブログも更新している。マーケティング計画は風見が立てているのでそれに沿って進めていくのだが、雑務も多く残業が当たり前の忙しい日々が続いた。

　恋人になった風見とも一緒に過ごす時間は長いが、仕事なのでもちろん仕事しかしていない。寂しいと思うときもあるが、何より風見の仕事をしている表情を見るのが好きなので、不満はなかった。

「……ふー」

　仕事がキリよく終わり、大きく伸びをする。

　目薬を差して時計を見るといつの間にか八時を回っていた。最近ではもう少し遅くまで仕事をしているがキリもいいことだし、金曜日だし、と帰る支度をしていると、静かに仕事をしていた風見が立ち上がり、美咲の近くで立ち止まる。

「中島、飲み行くか？」

「でも社長忙しいんじゃ……」

「金曜だし、今日は帰る。少しつき合え」

「は、はい」

　風見も身支度を始めると、リフレッシュルームで休憩をしていた西野や小田たちが戻ってきて目ざとく見つかってしまう。

「もしかして飲み行くんすか!?　俺も俺も！」

「私も行きたいです～」

「……ああ、みんなで行くか」

　風見は小さくため息を吐いた。






　入ったのは会社近くの居酒屋だ。西野が率先して店を決めていた。風見はというと、電話をしなければならないらしく、先に入っててくれと店の外に残ったままだった。

　集まったのは残業をしていたプロジェクトメンバーの六人だ。みんな仲が良く、言いたいことを言い合ったりしているが美咲はまだその域には追い付いていない。

「俺、中島ちゃんの隣～」

「っ」

　特に彼、西野に関しては、仕事は尊敬しているけれど人柄が苦手だった。妙に距離が近いし、困ることを聞いてくることが多い。まだまだ馴染めていない証拠だろう。

　遅れて店内に入った風見が全体を見て、空いていた手前の席に座った。美咲は慌てて立ち上がる。

「あ、あの社長、奥にどうぞ」

「ああ大丈夫だ。中島ありがとう」

　断られて美咲は大人しく座りなおす。

「中島ちゃん優しいね～」

「……い、いえ」

　条件反射だ。自分よりも立場が上の人は奥の席でなければならないという意識がある。けれどこの場ではそんなこと風見を含めて誰も気にしている様子がなかった。美咲にはなかなか理解し難いけれど、馴染まなければいけないところだろう。

「ねえねえ中島ちゃん」

「は、はい」

　乾杯が終わるとさっそく西野が美咲に話しかける。他の人と話したくても風見は遠いし、西野が阻んでくるので逃げるのが難しかった。

「前も聞いたけどさ、彼氏いる？」

「えっと」

　恋人ならついこの間できたばかりだ。

　でも正直に言ったらさらに深く聞かれてしまうのではないかという不安がある。西野は遠慮なく聞いてきそうな雰囲気がある。

「いないんだったらさ～俺どう？」

「えっ」

　職場の飲み会で堂々と聞かれて、冗談なのか本気なのかわからず美咲は口ごもる。

「最近彼女と別れたばっかでさ～中島ちゃん可愛いしさ、いいな～って思ってたんだよね」

　身体がふれる距離にまで近づいてきて、身体も思考も固まってしまった。ただでさえ困ることを聞いてきているのにさらには身体がくっついていて、美咲の恐怖心が芽生えてしまう。正面に座っている小田に助けを求めたくても彼女はお酒と隣の男性上司の相手で忙しそうだ。

　西野が何かをしようとしているわけじゃないと思うのに、嫌なことを思い出してしまう。

「西野！」

　風見の力強い声がして、美咲はハッとした。同じく西野も驚いたらしく、びくりとして身体が離れていった。

「びっくりした～なんすか社長～」

　西野が風見に手招きをされて立ち上がる。手招きしている風見の元へ向かった。美咲はその様子を眺めながら大きく息を吐き出した。変な汗をかいていて暑い。ちらりと風見を見ると、まだ西野と話をしていた。二人とも真剣な表情をしているから仕事の話だろうか。風見に助けてもらうのは二回目だ。

「中島ちゃん、顔赤いけど大丈夫？」

　正面にいた小田もようやく美咲の変化に気づいたらしく、声をかけてくれた。

「えっほんとですか」

　自分の手を頬に当ててみる。確かに熱いけれど前の反省を生かしてお酒はそれほど飲んでいないはずだ。ただお酒を飲みすぎた時のような早い鼓動を自覚していた。それから少し手の震えも。






　残業後だということもあって約二時間ほどで店を出ることになった。西野は最後まで風見に捕まっていた。空いた美咲の隣の席には女性の先輩が座ってくれて、その後は楽しく過ごすことができた。

「二次会行く人ー」

　西野の大きな声が響く。すっかり酔っぱらっているみたいだ。他のメンバーも程よく酔っぱらっていて楽しそうだ。美咲はというと、前回の失敗があるので控え目にしていた。

「中島、二次会行くぞ」

　風見に誘われて始まった飲み会なのにようやく話をすることができた。

「あ、あの私は帰ります」

　できれば酔っぱらった西野とは一緒に飲みたくはない。嫌いではないが、酔うと距離が近くなるので困ることが多い。毎回風見に助けてもらうのも申し訳ないし、それなら自分は参加しないほうがいいのではないか。

「俺と二人で二次会でもか？」

　美咲が目を見張っていると美咲の手をとり風見が歩き出す。後ろを振り向くとみんな盛り上がって話をしていて、こちらに気づいていないようだ。

　風見に引っ張られるまま連れてこられたのは、都内の有名高級ホテルだった。名前はよく知っているが美咲には縁のない場所だ。ホテルのエントランスを抜けてエレベーターに乗り込んだ。高級ホテルはエレベーターの内部も凝っていて、床はふかふかのカーペットで壁は全面シックな黄金色に装飾が施されている。風見の指が最上階の階数ボタンを押した。

「ど、どこに行くんですか？」

　フロントを通っていないので宿泊では無さそうだが、それにしても行先がわからない。

「バーラウンジ」

　短く言ってから風見はふてくされたような顔で振り返る。

「本当はここのレストランを予約していたんだが、邪魔が入った」

「……ふ、社長可愛い」

「おい、からかってるのか？」

「すみませんっ」

「まあいい。今日は最後までつき合ってもらうからな」

　最後まで、がどういう意味を含んでいるかわからないけれど久しぶりの二人きりの時間だ。

　バーはラウンジというだけあってとても広く、薄暗いのでとても居心地が良さそうだ。高級感がありながらも想像していたよりもカジュアルな場所だった。

「よく来るんですか？」

「いや、仕事でくらいだな」

　風見は窓際のソファ席を選んだ。窓際にテーブルが置かれ、外を見るようにソファが横に並べてある。ふかふかのソファに腰を沈めると、すぐに店員がやってきた。

「何飲む？」

「え、えっと……」

　慌ててメニューを見てもよくわからない名前のカクテルばかりだ。知っている名前を探そうとしてもなかなか見つからない。

「じゃあ彼女にはバレンシアを。俺はギムレットで」

　風見が代わりに注文を済ませる。丁寧にお辞儀をして立ち去った店員が見えなくなってから美咲は小声で尋ねる。

「どういうお酒ですか？」

「アプリコットの甘いカクテルだよ。アルコール度数少な目で、中島が飲みすぎてもいいようにな」

「もう、飲みすぎませんっ」

　美咲が本気で答えると風見は喉の奥で笑った。

「お待たせいたしました」と静かな声で店員がカクテルをテーブルに並べる。薄いグラスにベージュ色のカクテルが注がれている。大人な色合いだ。

　小さく乾杯をして一口飲んでみると、爽やかな甘さが口の中に広がる。

「おいしい」

「それはよかった……やっと落ち着いたな」

「そうですね」

「……西野の相手、大丈夫だったか？」

「あの、助けていただいてありがとうございます」

「本当は俺が隣に行きたかったんだがな、電話している隙にやられたからな……少人数だし大丈夫だと思ったが、あいつロックオンするんだもんなあ。前もあっただろ」

　ゆっくり頷く。

「仕事はできるしいいセンスも持ってるから、中島に惹かれるのもしょうがないのかもな」

「……よく、わかりません……」

　どういうつもりで西野が近づいてくるのかはわからない。思えば前の会社の上司も、他の女性社員にはそこまでではなかったのに自分にばかり嫌味を言ったり妙にスキンシップが多かった。彼がそういう人とは思えないけれど美咲にとっては不安の残る人だ。

「お前はもう俺のだから、あいつに変なこと言われたら絶対俺に報告しろよ」

「……はい」

　俺の、というセリフに

「一応、あいつにも忠告はしておいたが」

　風見が独り言のようにつぶやく。

「え？」

「そんなことより、久しぶりだな」

　大きな手が美咲の手の甲を覆う。一瞬びくりとしたけれど美咲は振り払うことはしなかった。

「これは……大丈夫か？」

　首を縦に二回振る。本当は、まだ大きな手は少し怖いと感じている。でもそれ以上に風見がふれてくれることはうれしくて我慢をした。身体はわずかに硬直しているけれど我慢できる範囲のことだ。自分のことを助けてくれる風見を傷つけたくはない。

「まだ緊張してるな。中島にとって俺は西野と同じか？」

「全然！　違います！」

　思わず声を荒げてしまった。ここが大人のバーだということを忘れてしまった。

「ごめんなさい……」

「いや、うれしいしほっとした」

　風見の指が手の甲をするりと撫でる。

「俺は、中島にもっとふれたいんだが」

「……」

　片手でつながりながら、風見はカクテルを一口飲む。なんて絵になるんだろうと思った。

「俺はなかなか我慢がきかない男らしい」

　熱い眼差しで食い入るように見つめられる。じっと見つめられて恥ずかしくて、目をそらしたいけれど釘付けになってしまう。

　手からは風見の熱い体温を感じる。

「ちょっと失礼」

　急に風見は席を立った。手から温もりが離れていくことにさみしさを感じた。美咲が黙っているから風見は萎えてしまっただろうか。でもなかなか勇気を出すことができない。またあの嫌悪感を風見に対しては感じたくない。ふれてほしいと思う反面、ふれるのが怖いと思う。

「……行くぞ」

　しばらくして戻ってきた風見は、美咲の手を引っ張った。自然と立ち上がり、風見は荷物をすべて持ってくれて、そのまま店を出た。お会計も済ませてしまったらしく、店員さんが丁寧に頭を下げた。

「あの、社長、どこへ」

　歩いている間に手は指を絡められて、深くつながった。

「部屋」

　短い一言が聞こえた。

「えっ」

　どこの、と訊かなくてもなんとなく行先はわかる。エレベーターに乗り数階下へ移動する。ふかふかしたカーペットの豪華な廊下を歩いて一つのドアの前で立ち止まった。カードキーでドアの鍵がカチャリと開く。

「い、いつの間に」

「嫌なら言ってくれ」

「ここまで連れてきておいて、ずるいです」

　不安は確かにある。

　でも興味もあった。

「あ……」

　部屋に入った瞬間に、抱き寄せられる。

「これは大丈夫か？」

「はい……」

　大きな身体に包み込まれて、ドキドキするのにほっとする。怖いという感情が生まれない自分に安堵した。美咲は自分から風見の背に手をまわして、身を預ける。

「それはよかった」

「ん……」

　降りてきた唇を受け入れる。

　ここに来るまでは性急だったのにひどく優しいキスだった。唇の表面をかすめるような、子どものようなキス。額や頬、瞳の近くに優しいキスを落としていく。じんわり心が温まるようなキスだ。

「あの……社長」

「ん、どうした」

　風見が優しさからそうしてくれているのはわかっていた。その気持ちがすごくうれしい。けれど美咲は物足りなさを感じてしまっていた。何度かした風見とのキスを思い出しては、今のキスでは満足できなくなっていた。

「もっと、してほしい、です……」

　美咲は自分から甘えるように風見にキスをする。風見のキスは気持ちがいいのをわかっているから、もっと知りたくなった。

「っ、」

　スイッチが入ったように、風見のキスが深いものへと変わっていく。頬を両手で包まれ固定され、唇が重なる。

　指先に口をひらかされて咥内に風見の舌が入ってくる。風見との初めての深い口づけだった。熱を持った分厚い舌が小さな美咲の口の中を舐る。舌を絡めとり根本から吸い上げられると、目の奥がじりじりと痺れた。

「ふぁ、ぁ」

　じゅわりと口の中が潤んでいくのを感じた。美咲の思考はすぐにとろける。

　風見のキスはどうしてこんなに気持ちがいいんだろう。頬を包む大きな手もまったく不快ではない。ようやく男の人の手に慣れたのだろうかと安心する。

「……中島も、舌を絡めて」

「んっ、ん……」

　甘い声で囁かれてぞくりとした。

　美咲は舌を伸ばして風見のそれに絡めるように動いてみる。経験豊富なわけではないのでうまくできているかわからないけれど、そうすると気持ちよさが増す気がした。風見の舌も深く絡み、息が乱れる。風見の熱い息も、乱れていた。

「ぁ、ふぁ……」

　キスの合間に息が洩れる。息まで丸ごと食べられながら深く唇が重なる。思考がとろけ、身体に力が入らなくなって、ぺたりとホテルのカーペットに座り込んでしまった。

「……大丈夫か？」

「は、はい」

　手を差し伸べられて、その手をきゅっと掴むが立ち上がることはできない。

「悪いな。まだ終われない」

「ひゃっ」

　脇の下に風見の腕が入り、身体をひょいと持ち上げられた。子どものように抱きかかえられ、広い部屋の奥へと進んでいく。

「は、恥ずかしいです社長っ！」

　降りようとするけれどがっちり掴まれてどうにもならない。

「暴れるな。俺しか見てないんだ、いいだろう」

　風見は平然とし美咲を抱え、隣の部屋のベッドへと下ろす。じっくり見ていなかったけれど、ホテルの部屋にしてはとても広い。こんな広いところは泊まったことがなかった。じっくりと見渡したいところなのに、押し倒されて視界は風見でいっぱいになった。

「怖くなったら言え」

「……はい」

　こんな状況でも風見は優しい。

　再び降りてきた唇はまだひどく優しく、美咲の身体の熱を灯すだけ灯してまた焦らす。優しいだけでは物足りない。

「社長……もっと、」

「っ」

　風見は目をまるくしつつも熱のこもった瞳で美咲を食い入るように見つめる。美咲の頬を風見の手が優しく撫でた。

「キス、好きなのか？」

「社長のキス、気持ちい……んっ」

　言いかけている途中で風見の唇が美咲のそれを塞いだ。

「キスなら、いくらでもしてやる」

「んんぅ」

　風見の舌がねじ込まれて咥内を深く侵す。髪をかき混ぜられながら、熱い息が漏れ、舌を絡めた。やっぱり風見のキスは、何も考えられなくなるほど気持ちがいい。身体の熱はどんどん上がり、ぞわぞわとしたものが駆け巡り身体が落ち着かない。

　ぴちゃぴちゃとお互いの唾液の混ざる音が美咲の身体をより燃やした。

「社長……っ」

　吐息交じりに名前を呼ぶと風見の手が頬から下がっていく。

「……中島」

　風見の大きな手が腰のラインを撫でた。

「ひゃっ！」

　美咲が声を上げると風見の手が一瞬で離れた。気持ちがいいとは違う感覚だと気づいてくれたのだろうか。

「……っ」

「あ、ご、ごめんなさい……あの、腰とかお尻とかは、その」

「まだ思い出すか」

　風見から目をそらして頷いた。

　今さわっているのは他でもない風見だとわかっているのに嫌なことを思い出してしまう自分に嫌気が差す。風見はなにも悪くないのに。

「わかった。お前が慣れるまではなるべくふれないようにする」

「え」

「でも、やめてはやらないからな」

「あっ……」

　風見の唇が、美咲の唇にふれ、首筋を吸う。鎖骨にキスをしてどんどん下がっていく。いつの間にか服も脱がされていて胸の膨らみに赤い印がついた。風見の歯がブラジャーを噛みずらすと、美咲の膨らみがぽろりとこぼれた。

「あ、やっ」

　咄嗟に両手で隠していた。自分の自信のない身体を風見に見られてしまう。

「さわってないのに嫌なのか？」

　挑発するような目に身体の芯が痺れた。

「見せろ」

　風見の手が美咲の手を掴み、両手を広げる。あらわになった控えめな胸をじっと見られて美咲は恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだ。

「可愛い」

「ひゃ、ぅ！」

　風見が、ちゅ、と胸の先端にキスをして美咲の腰が跳ねた。

「小さいから、やぁ……」

「可愛いよ中島。さわれないのが残念だ」

　そう言って風見の舌が膨らみを舐め続ける。かぷりと咥えるようにしたり、先端を舌先で弄ったりされて美咲は顔を横に振った。自分の中で特に自信のない大きくもない胸を、風見が舐めている。信じられない光景に目をそらしたくてもそらせなかった。つい、見入ってしまう。
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「ん？　気持ちいいか？」

「あ、あの」

　見上げてくる風見の顔は扇情的だ。

「ここ、立ってる」

「んんっ！」

　立ち上がったピンク色の先端をじゅ、と吸われ、美咲は甘い声を上げた。

「イキそうになってないか？　感度いいんだな……可愛い」

「や、見ないで……」

「嫌だ」

　はっきりと答えた風見は唇を胸より下へと滑らせていく。お腹にまでキスを落として、おへそも舐める。美咲はくすぐったいのかそうでないのかわからなくなっていた。風見の舌先が下腹部へ降りた頃に、スカートをはいていないことに気がついた。

「え、いつの間に」

「ん？　年上を舐めてもらっちゃ困るな」

　下着はまとったままだけれど、スカートが脱がされていて、風見の手がふれた気配はなかったのに、と経験の差を見せつけられた。

「……それより、ここ熱くなってるぞ」

「あ……」

　下着の上から風見の息がかかり、腰が震えた。

「さわるのは……だめか」

「……」

　答えることができなかった。

「わかった。そんな顔するな」

「え？　あっ」

　風見の唇が秘部にキスをした。下着の上からなのが余計にいやらしく見えて、美咲は慌てて目をそらした。

「ここからわかるくらい、濡れてる」

「い、言わないでくださいっ」

　自分でも充分わかっていたことだ。風見とキスをしていた時から身体の芯が潤んでしかたがない。彼のキスはあまりに気持ちがよすぎる。

「熱くて、濡れてて……中島、やらしい」

「んっ」

　大きな舌がぺろりと舐める。湿った下着がさらに濡れる。

「そんなとこっ」

「……本当は脱がしたいところだが、さわったらだめなんだろう？」

「……い、意地悪です」

「悪い悪い」

　風見は起き上がって微笑み、美咲の頭に手を伸ばした。汗ばんだ髪を優しく撫でる。

「さわらないでも気持ちよくしてやるから」

　あまりに優しい声音と表情で、美咲は風見に身を委ねたくなった。美咲の身体はもうすでに熱を灯していてくすぶっている。この状態のままで離れていってしまうのも嫌だった。

　風見の目を見ながらゆっくりとうなずくと風見がもう一度頭を撫でてから、美咲の身体にキスを落としていく。

　足の間に風見の身体が埋まり、美咲の足は自然と開かされる。熱のこもった秘部に風見の顔が近づいていく。

「ん、あ」

　秘部にキスをして、舐め始める。

「ちゃんと気持ちいいか？」

　不思議な感触だけれど、身体は妙にびくびくとしてしまう。熱い身体はさらに温度を上げていく。ぴちゃぴちゃという音が羞恥を煽る。

「下着の上から形わかるくらい、ぷっくり腫れてる」

「ひゃっ！」

　膨れた花芯を風見の唇が食み、吸い上げる。美咲は腰をそらして声を上げた。

「……もう下着使い物にならないな、脱がしてやろうか。濡れてて気持ち悪いだろ？」

　正直なところ脱いでしまいたいというのが本音だった。風見の言うとおり、濡れた下着が張り付いていて気持ちが悪いし、脱がされることよりも恥ずかしかった。

　美咲が否定も肯定もしないでいると風見は口元を緩めて、指一本で下着のフロントに手をかけて、するりと脱がせてしまう。気持ち悪さはなくなったけれど、下着をとられてしまうとそれはそれでやっぱり恥ずかしかった。

「嫌じゃなかったか？」

「え……」

「俺の手」

　指一本だったのでなんともなかった。自分のトラウマを忘れていたくらいだ。

「その顔は大丈夫だったみたいだな」

　必要以上に美咲にふれることなく風見は再び美咲の秘部へと顔を埋める。

「中はこんな風になってたんだな。やらしい」

「あ、あっ」

　風見の舌が直接濡れた秘部を舐めて、下着の上からとは全然違う快感が前身を駆け巡る。甘い声が勝手に漏れる。

　指でふれることもなく風見は舌だけで秘部を弄る。膨れた花芯を吸い上げると、美咲をなんともいえない快感が襲う。

「……や、だめ、です……社長……」

「なにが？　嫌じゃないんだろ？」

「……っ」

　蜜口の中に風見の舌がねじ込まれる。

「ひゃっ、あ」

「……中も熱い」

　濡れた音が下腹部に響く。

　風見の舌は焦らすように入り口ばかりを舐めて、美咲はじわりじわりと熱を溜めていく。

「社長……」

「ん？　イキたい？」

　ストレートな言葉に美咲は顔を赤くした。

「いいよ」と短く甘い声で風見の声が響いたあと、花芯を舌先で転がし、ちゅ、と吸い上げた。びくびくと小刻みに震え、目の前が光る。

「あ、んん――っ！」

　美咲は身を震わせて、達していた。

「……イけたか」

「ぁ、はぁ……」

　くたりとベッドに身を沈める。

「大丈夫か？」

　乱れた髪を優しく解きながら風見が美咲の目をのぞき込む。

「あ……社長は……」

　視界に映った彼の高ぶりを見て、ハッとする。

　自分だけ気持ちよくさせられてしまって、何も返せていない。風見も熱をくすぶらせているはずだ。美咲が起き上がろうとすると制止された。

「俺は大丈夫だから、シャワー浴びてこい」

「でも」

「いいから」

　社長らしい有無を言わさない風見の表情に美咲は甘えてシャワーを浴びることにした。身体は汗や液体でベタベタだった。

　ホテルのバスルームもひどく豪華で気が引けたが、美咲はすぐにシャワーを浴びて汗を流した。

「んっ」

　シャワーの水圧が刺激になり、声を漏らす。

　風見は本当に、美咲にふれることはしなかった。全身にキスを落としながら、美咲のトラウマを気にしてくれていた。ああいう時は普通強引にでもふれてきそうなものなのに、彼は最後まで美咲のことを尊重してくれていた。

　思い出すとじんわりと幸せな気持ちになるけれど、それゆえに彼を満足させてあげられなかったことが心に重くのしかかり始めた。
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「みんな、集まってくれ」

　休日明けの出勤日、突然風見は声を上げてみんなをオフィスの真ん中に集合させた。こんなことは入社後初めてだった。風見は深刻な表情をしていて、みんなも何事かと目を泳がせていた。

　もちろん美咲も同じで何事かと風見をじっと見つめる。

「えー、仕事には関係ない話だが、報告がある」

　仕事とは関係ない？　ならいったいなんの話なのかと余計にわからない。

「中島美咲とつき合うことになった」

「えっ」

　美咲は思わず声を上げていた。社員たちも目をまるめて呆然としている。風見だけがただ堂々としていた。

「私情の話になり申し訳ないが、ただ気になることがあったので報告させてもらったまでだ」

　風見が視線を向けたのは西野だった。西野は気まずそうに目をそらす。

「仕事には影響させないのでみんな気にせず続けてくれ。話は以上だ」

　みんな呆然としたままだった。

　風見は先に席に座り仕事を始めたのでみんなゆっくりと自席に戻る。社内は静まりかえっていた。

　美咲も座ると、さっそく隣の小田に小声で声をかけられた。彼女はすごく興奮しているみたいだった。

「中島ちゃん、いつの間に！」

「あ、あの……すみません」

「なんでよ～私はいいと思うよ？　もともと社長、中島ちゃんをすごい気にしてたし。まあわざわざ発表するのは驚きだけどさ」

「で、ですよね」

　美咲もまさか発表をするとは思っていなかった。風見は何も言っていなかったし、必然的に社内には内緒にするものだと思っていたので今でも信じられないくらい驚いている。

「でもさ、西野くんが中島ちゃん気に入ってるみたいだったから社長も焦ったんじゃない？」

「そういう人でしょうか……」

　焦るような人だとは思えないけれど、確かに先週ふてくされていたかもしれない。

　ふいに視線を感じてその方向を向くと、仕事であまり関わることのない女性社員の訝しんでいる目だった。怖くなってすぐに目をそらした。






　その日の夜、慌てて風見を食事に誘った。みんなに見られたくないのでお店で待ち合わせをした。風見が気に入っているというスペインバルのお店だった。

「なんであんなに堂々と発表しちゃったんですか？」

「だめだったか？」

　飲み物が揃うと美咲はすぐに風見を問いただした。

「だって、社内恋愛なんてみんなに言わないほうがいいに決まってます」

　ただの社員同士の恋愛ならまだしも、社長と一社員だ。

　周りに気を遣わせてしまうのは嫌だし、妙なゴタゴタも嫌だ。現に、今日感じた視線は良いものではなかった。

「確かに代表として失格なことをしたかもしれない。それは申し訳なかった」

　風見が頭を下げる。

「でもどうしても中島を自分のものにしたかった。他の社員にとられたくない」

「……わ、私がモテるわけないじゃないですかっ」

「そんなのわからないだろ。西野だって中島にやたら近寄ってるじゃないか」

「社長、子どもみたいです」

　呆れてしまう。社内にはきれいな女の人はたくさんいるのだから美咲ばかりがモテるわけはない。風見に好かれているのだって奇跡のようなものだ。

「嫌いになったか？」

「なるわけないです……」

「よかった」

　堂々とした社長という立場でも、不安になることもあるのだろうか。安心した風見の表情を見て美咲は考えていた。

「中島の意見も聞かずに悪かった。仕事がやりづらくなったら言ってくれ。なんとかする」

「……社長ってずるい」

「中島、好きだよ」

「……っ」

　甘い声で囁かれて美咲は黙り込んでしまう。

　美咲は自分には魅力がないと思っているだけに風見の言動が理解できずにいた。好きだと言われてうれしいはずなのに困惑しているのも事実だった。






　まさかの発表から一週間ほどが経過したが、すっかり周りの対応は普通に戻っていた。発表当日や次の日なんかは周りの視線を痛いほど感じたり、美咲が仕事のことで風見と話をするとひそひそ話が聞こえたものだが、仕事が忙しくなってそれどころじゃなくなったのか、今では変な視線も感じなくなった。

　思ったよりも早く落ち着いてくれて安堵した。






「中島、会議用にコーヒーを用意しておいてくれ」

　夕方から外部の人との会議があり、美咲は風見に言われた通りコーヒーを用意するために給湯室へ向かった。

「でもさ、社長の株下がったよね」

　給湯室には先客がいて、さらにあまり良い話をしているようには聞こえなかったので美咲は手前で足を止めた。

「あの子、たまに経理に来るからいい子だなって思ってたけど」

「さすがに似合わなさすぎるでしょ」

　あの子、と言っているのは明らかに自分のことだ。声からでは誰かわからないけれど、発表当日に嫌な目を向けてきた人たちは経理部の人だった。変な汗をかいて、心臓がバクバクと鳴る。ここにいていいことなんてない。そうわかっているのに足を動かすことができないでいた。

「社長もなんであの子がいいんだろね」

「まあすぐ別れるんじゃないさすがに」

　自分が気にしていることを他人にも言われてしまって、美咲の心はどんどんと沈んでいく。

「あ、やばいミーティング入ってるんだった。行かなきゃ」

　その声で美咲も我に返り、慌てて近くのあいている会議室に逃げ込んだ。足音が過ぎてからこっそりと給湯室へ戻り、人数分のコーヒーを用意する。一番下っ端の美咲の仕事なので慣れているはずなのに、手が震えてうまく淹れることができずにやけに時間がかかってしまった。

　美咲も参加の会議なので、集中しなければいけないのに、頭がぼんやりしている。風見が発表した時からこういうことになるんじゃないかと懸念はしていたけれど、まさか直接耳にしてしまうとは思っていなかった。小田は賛成してくれたけれど、全員が賛成するわけじゃない。

　なにせ相手は社長だ。普通の社員とはわけが違う。






　美咲はなんとか会議前にコーヒーを用意し、他のプロジェクトメンバーと会議室で待機していた。今日の会議はクライアント相手ではなく外部の人、としか聞いていないのでどういう対応をすればいいのか正直不安なところだった。風見は、気楽にしていていいとは言っていた。

「お疲れ。コーヒーありがとな中島」

　会議予定から十五分ほど遅れて風見が現れる。

「悪い。受付で盛り上がってしまって遅れた」

　風見の後ろからは一人の女性が現れた。

「初めてのものも多いだろう。彼女はマーケティングコーディネーターをしている和泉いずみ玲れいさんだ」

「初めまして」

　彼女は名刺を取り出し、ほぼ全員と名刺を交換した。

　美咲は彼女の美しさに思わずうっとりと見とれてしまった。特に目がいくのは自分のコンプレックスの胸だ。大きな胸だけれどそれを主張しない服は女性のいやらしさが感じられず好感が持てる。胸が大きいのに細い腰はただただうらやましかった。もちろんスタイルだけではなく、顔も整っていた。かわいいというよりは美人な顔立ちでさらさらの黒髪ストレートヘアがよく似合っている。

「まあ俺の、学生時代からの友人なのでそんな堅苦しくしなくてもいい」

「なによそれ」

　風見と軽口を言い合って会議室の空気が明るくなった。

「彼女には今回のプロジェクトのサポートをしてもらおうと思う。マーケティングに関することだけではなくマーケティングリサーチ手法など全般的にフォローしてもらおうと思う」

「この人が全部は見るのきついって言うから私に頼んできたんですけどねー」

「いや、新しいプロジェクトの話もあって俺がなかなか忙しくなりそうだったからサポートをお前に依頼したってだけで」

「はいはいがんばります」

　友人と言っていたけれど、こんな風見を見たのは初めてなので本当に仲が良いんだろう。会話から心を許していることが見える。

「……彼女はまあこんな感じだが、仕事は信頼できる」

「ちょっと、直哉さっきからひどくない？」

　玲が風見の肩を叩き、会議室内では笑いが起こる。美咲も同じように笑ってしまったけれど、心の中では笑うことはできなかった。

　風見に似合うのはこういう人だ。

　ふと、そんな考えが頭をよぎってしまったからだ。二人並んで座っている姿を見て、絵になる光景に沈んでいた気持ちに追い打ちがかかった。

　経理の人たちは、玲が相手だったらあんなことは言わなかっただろう。立場も容姿も、きっと中身も風見に釣り合うと感じたはずだ。美咲はそう感じている。

　会議が進行するにつれ、玲が仕事のできる人であることが理解できた。風見が信頼するほどの人だ。美咲は上の空になりそうな自分を必死で引き戻して議事録をとった。

　会議は約１時間半続き、今後の方針が明確化され、風見はすっきりした表情をしていた。美咲は落ち込んだままだ。

　玲を見送るために出口へ向かうと、彼女に声をかけられた。

「中島さん、だっけ。コーヒーおいしかったわ、ありがとう」

「あ、いえ。お粗末様です……」

「直哉、この子がお気に入りちゃんね」

　近くにいた風見に小声で言うけれど、近くにいた美咲にははっきり聞こえていた。風見は美咲のことを彼女に話したのだろうか。やっぱりそれほど親しい間柄なんだ。

「おい、中島に変なこと吹き込むなよ」

「なによ自覚あるの？」

　また二人の世界が始まってしまった。

　美咲は、風見が自分のことを玲に話していたという安心感がありながらも、目の前の二人を見ているとどう考えても自分は風見には釣り合わないと思ってしまう。今この場にいる他のメンバーもきっとそう思っているはずだ。

　風見とつき合っていることに負い目を感じてしまった。

　美咲は彼に「好き」だとは伝えていない。自分でも気持ちがわからないままここまできてしまった。

　まだ後戻りできるかもしれない。










　後日、風見に食事に誘われた。

　夜に、今度こそ例のホテルのレストランに行きたいということだった。それまで美咲はずっともやもやとした感情を抱えていて、風見と一緒にいていいのかと何度も考えていた。誘ってくれたのはいい機会なのかもしれない。

　エスコートされたレストランは、ホテルの内装から予想はついていたが、それ以上に豪華な場所だった。

　きっとホテル内のレストランでも一番高級なのではないかと思うほど、広くゆったりしていて席数は少ないのに装飾は豪華で、お金がかかっているように見えた。静かに食事を楽しんでいる人たちもどこか気品溢れていて美咲とは一生関わることのないだろう人たちばかりだった。ぴしっとしたスーツの男性や、ドレスのような服を着た女性。

　仕事帰りの美咲はいつものオフィスカジュアルであることが恥ずかしくなった。

「中島をやっと連れてこられてよかった」

　風見が笑う。

　うれしいのにどうしてこんなに悲しい気持ちになるのかわからない。

「コースを予約したが、よかったか？」

「はい……」

「……元気ないな。どうした？」

　風見はすぐに美咲のことに気づいてくれるけれど、きっと理由まではバレていないだろう。美咲はなんとか笑顔を作った。

「なんでもないです。大丈夫です」

「……」

　運ばれてきたのはワインと、少し遅れてオードブルだ。

　風見がワインの香りを楽しみ、口に含んで味わっている姿は絵になった。美咲にとっては高級な味だという感想くらいしか出てこない。

　色鮮やかなオードブルも説明をされたけれどよくわからなかった。食材もわからないものが多いけれど、とにかく美味しいことだけはわかった。風見も満足そうに頷いている。この年齢でフランス料理のフルコースをレストランで食べたことがない、というのは恥ずかしい話だろうか。

　次にスープ、それから魚介。大きな海老の濃厚な味わいが口の中に広がる。

　途中でソルベがあり、メインのお肉だ。

　野菜で飾られたお肉は小さい見た目だけれどぎゅっと凝縮されていて満足感があった。

　食べ終える頃にはお腹いっぱいになっていた。

「どうだ？　ここのフルコースは絶品だろ」

「はい。とっても美味しいです……」

　おいしさに感動しながらも食べたことのない料理が出てくるたびに、風見との差を見せつけられているようで胸が苦しくなった。

　仕事でも、容姿でも、生活でも、彼に見合うほどの女ではないと思い知らされる。

「お待たせいたしました、本日のデセールです」

　紅茶と一緒に運ばれてきたのは最後のデザートだろう。

　小さなケーキがいくつか並べられたプレートだった。目にもうれしく、大きさもちょうどよかった。

　お腹いっぱいだったのに、あっという間になくなってしまっていた。甘いものを食べることはあまり見ない風見も、うれしそうに食べていた。

「社長、甘いものはお好きですか？」

「んー普通だな。ここのはうまい」

「コンビニのスイーツとかはあまり食べないですか？」

「ああそうだな。コンビニにはコーヒーを買いに行くくらいだな」

　個人差はあるにしても、今の美咲にとっては落ち込む要因の一つとなってしまった。美咲はコンビニスイーツも大好きだし、お弁当もお菓子だって買う。また新たな差を見つけて、落ち込んでしまった。

　豪華なホテルも、食べたことのないフレンチのフルコースも、自分には不釣り合いに思えてならない。風見が連れて来てくれてうれしいのに、心から喜ぶことができない。

　風見のことを、好きだと思うようになっていた。つき合っているということも夢のようだし、社内で発表した時もハラハラとしながらうれしい気持ちもあった。

　でも、風見に好意を持ってもらえるほど自分が魅力的だとはやっぱり思えない。特に男性が苦手でさわられることに恐怖があり、セックスもできないような女だ。それで彼が満足するだろうか。

「社長」

「ん？　どうした」

「あの……距離を、置いてもいいでしょうか」

「……理由は？」

　穏やかだった風見の表情が一変する。

　厳しい視線にたじろいでしまうが、美咲はゆっくり口を開いた。

「……自分の気持ちを整理したいんです」

「それじゃあ理由にならないな」

　堅い口調の風見は怖かった。怒っているのは明らかで、美咲の身体が強ばる。

　風見が立ち上がり、「行くぞ」と堅い声のまま美咲を促した。怒らせてしまった、と美咲は慌てて追いかける。

「あの、社長」

　会計をしている風見の横で美咲は声をかけたが冷たい声が返ってくる。

「話は部屋でゆっくり聞く」

「で、でも」

　今日は帰るつもりだった。自分の気持ちを整理したいから。それだけだ。でも怒っている風見はそれを許してはくれないようで、レストランを出ると手をぎゅっとにぎられて離してはくれなかった。

　ホテルの一室に連れられて、すぐにベッドルームの大きなベッドに押し倒される。

「あ、あの社長待ってくだ……んんっ」

　風見が覆い被さってきてすぐに唇が重なる。性急で乱暴なキスだった。

「……はぁ……で？　距離を置きたい理由はなんだって？」

「だ、だから自分の気持ちを整理したくて」

「気持ちってなんの」

「あの……んっ」

　言葉にしたくても風見がキスで塞ぐので伝えることができない。

「俺が嫌になったか？　それなら仕方ないが、理由は聞かせてほしい」

「い、嫌になんてなってませんっ」

「ならなんでだ」

「だ、だって」

　言葉がぐっと詰まった。こんなことを言ったら呆れられてしまうんじゃないか。いつでも前を向いている彼だから、自分のことを嫌になってしまわないか。距離を置こうと言ったくせに美咲は不安を覚えながらも気持ちを吐露した。

「私なんか、社長に釣り合わない……」

　美咲は自分の顔を両手で覆い隠す。こんな情けないことを言う顔を見られたくない気持ちが大きかった。

「中島」

　風見の手が美咲の両手を掴み、強引にベッドに縫い付ける。表情は真剣なままだった。

「釣り合うとか釣り合わないとかじゃない」

　唇に小さなキスが落とされる。何度も何度も。

「俺がただ中島を好きなだけじゃだめか？　ならどうしたらいい？」

　風見の言葉に胸が痛んだ。

　風見には何も問題はない。美咲が一人で思い悩んでいるだけだ。自分の魅力の無さに勝手に落ち込んでいるだけだ。

「社長はそのままでいいんです……私が、自信がなくて、社長の隣にいていいのかなって」

「いいに決まってるだろ。むしろ俺のほうが……」

「んんっ」

　風見は最後まで言い切ることなく、熱く唇を重ねる。小さな口を開かされて口内を風見の舌が這う。美咲も求めるように自然と舌を絡めていた。風見とキスをしてしまうと一緒にいたいと思ってしまうだろうから、ここには来たくなかったのに。

　息が苦しくなってきたけれどやめることができなかった。やがてちゅくちゅくと水音が響き、互いの唾液を交換し合って長い間離れることができなかった。ようやく離れると、舌先が銀の糸でつながっていた。

「好きだ、美咲」

「……っ」

　熱のこもった眼差しで見つめられる。美咲も、キスのせいかうっとりと風見を見上げていた。

「ずっと名前を呼びたかったんだがタイミングを掴めなかった」

　風見の口から放たれる自分の名前は、驚くほど胸に刺さった。ただ名前を呼ばれているだけなのにこんなに感動するものだとは思わなかった。

「美咲、好きだ」

「……っ、ん」

　風見の唇が首筋に吸い付く。強く吸われると美咲の首に赤くしるしがついた。風見は前のように、唇だけで美咲に愛撫をしていく。首筋から鎖骨まで降りてきたところで、風見の動きが止まる。

「美咲、さわりたい」

「……あ」

　美咲が答える前に風見の手が控えめに胸にふれた。服の上からだけど風見の手の温度は伝わってくる。

「……ここは、平気か？」

「は、はい」

　想像していたよりも大丈夫だった。というよりも風見の手が大きく包み込んでくれて気持ちがいい。キスをしながら、風見の手は遠慮がちにふくらみを撫でるようにしている。ふくらみを包みながら一本の指が先端あたりをこする。服を着たままだし下着もつけているので感覚が遠い。それが美咲を焦らす。

「……社長……」

「お前も名前で呼んで」

「……風見、さん」

　いつも社長や風見社長と呼んでいるので、役職名がないだけで美咲にとっては大きな違和感があった。

「下の名前で、だよ」

　一瞬、風見を呼び捨てにしていた玲のことを思い出してしまってすぐにかき消した。あの人と美咲は違いすぎるけれど、風見が自分のことを好きだと言ってくれているのだ。あの人は、関係ない。

「な、直哉さん……」

「うん」

　名前を呼ぶと満足そうに笑う。

「直接さわってほしい？」

「は、い」

　風見は美咲のカットソーを持ち上げ、腕から引き抜いた。下着のホックもすぐに外してしまう。期待と羞恥で胸が痛いほど鳴っている。

「可愛いよ、美咲」

「ち、小さいから恥ずかしいです」

「小さいとか関係ない。可愛くて、きれいだ」

　胸も、本当は名前もコンプレックスだったのだけど風見に何度も呼ばれるとコンプレックスもなくなっていく。

「んん」

　舌を絡めるキスをしながら、風見の手がふくらみを直接撫でる。大きくて熱い手の感覚を直接感じることができて、美咲は喜びに震えていた。

「気持ちいいか？　うっとりしてる」

「……もっとさわってください……」

「っ、俺を煽るな」

　風見は険しい表情を浮かべながらも、優しく身体にふれてくれた。距離を置こうと考えていたはずが、身体を許していた。さらに美咲はもっとさわって欲しいとすら思ってしまった。

「あ……」

「やっとさわれた」

　満足そうにして風見は美咲の先端を指先でこする。すぐにぷくりと立ち上がった乳首は風見の指に見つかり、二本の指で摘ままれる。くりくりと動かされ、美咲は甘い声を上げ息を乱した。

　舐められた時でも充分感じていたが、さわられるとその快感が二倍以上になる。

「ひゃぅっ」

　美咲が考えていたことが伝わってしまったのか、風見は胸の先端に舌を這わせる。ちゅ、と吸いつかれると腰が揺れた。

「は、ぁ、ん」

　風見から初めて与えられる感覚に頭が白くなる。

「……可愛いよ、美咲」

　ばちりと目が合い、その熱く潤んだ目に美咲はぞくぞくした。風見の獣を狩るような目は恐怖などではなくただ美咲の身体を潤ませる。目を離せないでいると、キスをしながら美咲の胸を激しく揉みしだき始める。

「あ、あっ」

　優しさとは違った荒々しい動きに美咲は高い声を上げた。

　唇は再び先端に吸い付く。ゆっくりと風見の手が腰のラインを撫でた。

「ひゃっ」

「……やっぱりここはだめか」

　びくんと身体が震え、快感から目を覚ましたような感覚になる。

「こ、怖い、です」

「……もう、怖さなんか上書きしてやるよ」

「え」

　前はここでやめてくれたのに。いいかげん呆れてしまっただろうか。いつまでも怖がっている女を、面倒だと思ってしまっただろうか。

「な、直哉さん」

「悪い。もう我慢がきかない」

　苦しそうに風見が吐き出した。嫌になったわけではなくて我慢をさせていたんだと思うとわかっていたことだけれど、胸が痛んだ。

「今お前にさわってるのは俺だから、安心しろ」

　わかっているけれど、それでもまだ身体が怯えていた。腰を撫でるたびに肌が粟立ち、嫌なことがフラッシュバックする。怖くなってすがるように名前を呼んだ。

「な、直哉さん……」

「なんだ」

「キス、してほしいです……」

「……ああ、お前はキスが好きだな」

　唇を合わせながら風見の手は離れることなくなだらかな腰のラインを撫で、そのまま下がりお尻を撫でる。

「んっ」

　また、恐怖で身が震える。逃げ出してしまいたくなった。

「ふぁ、ぅ」

　すると風見の舌が口内に入ってくる。激しく口の中を舐られ、美咲の頭はまたとろんととろけ出す。お尻を優しく揉まれても、舌を絡められると気にならなかった。むしろ、大きな手が気持ちいいと思っていた。

「んん、は……ぁ」

　唇が離れると同時に風見の手も離れていった。

「荒療治だが、少しはマシになったか」

「キス、気持ちいい……」

　涙目でうっとりとつぶやいた。風見のキスは気持ちがよくて、全部がどうでもよくなってしまう。恐怖も忘れてしまうほどだ。

「っ……たくさんしてやる」

「ふぁ、ぁ」

　お互いの濡れた唇が再び重なる。美咲は舌を伸ばして自ら絡めた。風見の喉が鳴る。

「んぅ」

　激しく舌を絡め合い、くちゅくちゅとした音が部屋中に響く。

「こっちも脱がすぞ」

「……あ」

　キスの合間に風見の手がスカートにふれる。チャックを下ろすとすぐに剥ぎ取られ、下着に手がかかる。フロントを掴んで引き下げられると熱く潤んだ場所があらわになる。

「き、急に……」

「すげえ濡れてる」

「や、言わないで」

　風見の喉仏が上下した。

「ここもさわるぞ」

　太く節くれ立った指がそっと秘部にふれる。びくんと腰が跳ねたのは、怖いからではない。刺激に反応しただけだ。

「大丈夫か？」

　涙目で風見を見上げこくこくとうなずいた。

「優しくするから」

　そう言って風見の指が濡れた秘部を撫で始める。

「あ、あっ」

　胸とはまた違った刺激が美咲を襲う。もう何年ぶりかわからないほどの行為で、初めてのようなものだ。

「すげえ濡れててやらしい」

「っ、は、直哉さん、あぅ」

「……ここも、腫れてる」

「ひゃぅっ！」

　風見の指が秘部を開き、内側に隠れていた花芯を見つけて指先で弾く。美咲の腰が跳ねた。

「ここ、舐めたい」

　唇に一度キスを落として、風見は美咲の足の間に顔を埋めた。そこで美咲はようやくハッとする。

「あ、あの、シャワーを」

　今日も汗を流していない。前も汗を流さないままに行為に至ってしまって、身体中を舐められたのに、と後悔したのだった。

「何を今さら」

「だって、汚い……んっ！」

「汚くないよ」

　内側の芽をつんと舌先でつつかれる。それだけで全身に電流が走ったようにびりびりとした。

「ぁ、だめ、ぅ……ん」

「前より感じてるな」

　閉じられた場所を指で開き、中の粘膜に舌を這わせる。前とは全然違う感覚が美咲を襲う。

「前は届かなかった場所だ。気持ちいいか？」

　指で花芯を弄りながら熱い舌が中を舐め続ける。

「あ、ぁ、やぁ」

「すごい溢れてきた」

「い、言っちゃ、や……」

　じゅ、と蜜を吸う音が耳に届き、美咲はなんていやらしいことをされているんだと身体がカッと熱くなった。

「とろとろで、指飲み込みそう」

「あ、あ……っ」

　太い指がゆっくりと蜜口に入ってくるのがわかる。

「お前、初めてか？」

「ち、違います……」

　初めてはだいぶ前だったけれど、一応処女ではない。ただ前の会社のことがあってからはこういう行為も怖くてできなかった。

「なのにこんな狭いのか……痛くはないか？」

　風見を見ながらうなずいた。すると風見はゆるりと指を出し入れし始める。くちゅくちゅと音が漏れ、耳を塞ぎたくなった。けれど身体の力は抜けて、思い通りに動かすことができない。

「は、ぁ……あ」

「指増やすからな」

「あ……」

　指が二本になり、中をかき混ぜる。新たな刺激が美咲を襲う。一本とは違う太さに圧迫感は増すけれどそれよりも内側をなぞる指先の快感に夢中になっていた。美咲の目がとろんととろけると、風見は指を激しく動かし始める。

「あ、社長……っ」

「名前、戻ってる」

　慣れないあまりについ社長と呼んでしまう。それほど頭が回らない。

「ここ、いい？」

　二本の指が中をかき混ぜながら、花芯をくりくりと弄ぶ。

「あ、あ、だめっ」

「イキそう？」

「は、ぁ、あ」

「いいよ、可愛いとこ見せろよ」

「ん、んぅ――っ！」

　手前の内壁をこすられて、目の前がチカチカと光り美咲はすぐに達していた。身体中の力が抜けて弛緩する。

「はぁ……直哉さん、激し……」

「本番はこれからなんだが」

「……え」

　風見が美咲の足を抱える。視線を下に向けると、高ぶった風見の反り返った性器が視界に入り、すぐに目をそらした。

「さすがに今日はここでやめるのは無理だ」

　避妊具をつけ、風見の熱が蜜口に押し当てられる。達したばかりで敏感な身体はそれだけでぴくりと反応してしまう。

「挿れるぞ」

「あ、ま、まだ待っ」

　制止する声も聞かず風見の熱がぐ、と押し入ってくる。指とは違う圧迫感に美咲は喉を仰け反らせた。

「んんっ」

「っ、すげえ、美咲の中、気持ちい……っ」

「は、あ……直哉さん……」

「ん？　大丈夫か？」

　汗ばみながらも柔らかい微笑みを向けられるとほっとした。すべてを収めると風見はぎゅっと美咲を抱きしめる。

「やっとつながれた」

「……ごめんなさい」

「なんで謝る？」

「私が……怖がるから」

「そんなの気にするかよ。それよりお前を傷つけてはないか心配だ」

　風見の手が髪や頬を撫でて、甘く唇が重なる。

「んっ」

「っ……はぁ、動いていいか」

「直哉さんの、好きにしてください」

「っ、」

　一瞬苦しそうな表情をして、風見は腰を動かし始める。中を埋める熱が引き出され、また押し込まれる。彼が動くたびにぐちゅぐちゅと淫らな音が響いた。

「あ、あっ」

　優しかった動きは次第に激しくなり、中を抉るような熱に美咲ははしたない声を上げた。こんなにも甘い声を上げているのは初めてで、まるで自分の声ではないみたいだ。自分がこれほど甘い声を出すなんて、知らなかった。

　潤んだ瞳で見上げると風見は汗をたらして口からは熱い息を吐き、食い入るように美咲を見つめていた。獰猛な目に美咲の身体がきゅっと収縮する。

「く、締まる……っ」

「直哉さん、苦しいっ」

「お前の中が俺でいっぱいだから苦しいか？」

　お腹の奥のほうにまで熱を感じて、圧迫感で息を吐き出す。苦しくて酸素が足りないけれど、嫌な苦しさではない。気持ちがよくて、飛んでしまいそうだ。

「もっと、俺でいっぱいにしてやる。身体も、心も」

「んんぅ」

　分厚い舌が美咲の唇を舐める。口をひらいて風見を受け入れた。深く口内をむさぼりながらも風見は動きを止めることはなかった。

　腰をがっちりと掴み、風見に激しく揺さぶられる。よりいっそう奥まで貫くような動きに、美咲は目の奥がじんと痺れた。

「く、もう……っ」

　切羽詰まった風見の声を最後に、彼は大きく身震いをした。

「――っ！」

　美咲の中で脈打つ性器を感じる。しばらく風見はびくびくと小刻みに震え、苦しそうな息を吐き出していた。

「は、ぁ……」

　美咲も久しぶりの感覚に、すぐにベッドに横たわる。蜜口から性器が抜かれた。美咲は、風見が避妊具を外す姿をぼんやりと眺めていた。さらに新しい避妊具を取り出し、つけ終えてから風見は再び美咲にのし掛かる。

「美咲、もう一回」

　耳元で甘く囁かれる。

「えっ」

「我慢した分抑えが効かないみたいだ」

「あ、あの」

　お尻にはごりっとした感触。風見の性器はまだ逞しく勃ち上がっている。美咲にこすりつけるように動くそれに、美咲はこくりと唾を飲み込む。あれほど動いて達していたというのに、こんなにも早く勃ち上がるものなのか、美咲にはわからない感覚だった。

「おいで」

「え、あっ」

　伸びてきた手に掴まり、起き上がる。座っている風見の胸に転がるとぎゅっと抱きしめられた。身体は力が入らないので彼の思うがままだ。

「んっ」

　お腹にこすれたものの正体は、風見の濡れた性器だ。

「腰、落として」

　甘くていやらしい風見の声が鼓膜をくすぐる。風見の手に導かれるまま腰を落としていくと、そのまま彼の熱を飲み込んでしまう。

「あ、あぅ……」

「はぁ……気持ちいいよ、美咲」

　ちゅ、ちゅと顎にキスをされてたまらなくなって自分からキスをねだった。

「ン……」

　熱い舌が美咲の口内で蠢く。

「美咲は？　気持ちいいか？」

「はい……すごく」

「素直だな……んっ」

「あぁっ」

　下からゆるく揺さぶられる。先ほどとは違った場所に風見の熱がこすれ、違った快感が駆け巡る。新たな快感に溢れた蜜はお互いの足を濡らしてしまう。くちゅくちゅという濡れた淫らな音と肌のぶつかる音が部屋中に響き、こんな豪華なホテルでなんて淫らなことをしているんだという背徳感すらあった。

「美咲、腰揺れてる」

「だ、ってぇ……っ」

　勝手に腰が動いてしまうからしかたない。自分の意思ではない。

「やらしいんだな」

「っ！」

　耳元で息を吹き込まれてじゅわりと蜜が溢れた。蜜が溢れれば溢れるほど、動きやすくなり美咲は自分の気持ちがいい場所に風見の熱をこすりつけた。

「こら、そんなに俺を煽るんじゃない」

「んぅ……」

　後ろ頭を大きな手が包み、引き寄せられると熱い唇が重なった。中をかき混ぜられながらキスをすると前後不覚に陥ってしまいそうなくらい気持ちがよかった。

「っ、またイキそうだ」

「あ、あっ……私、も」

　美咲もまた絶頂へ向かっていた。

「悪い」

　短くそう言って風見は美咲の腰を掴んだ。あ、とわずかに恐怖を感じたがそれはすぐに快感に飲み込まれる。

　下からがつがつと突き上げられて美咲は動きに合わせて声を上げてしまっていた。恥ずかしい、と思うのに声を出すのをとめられない。

　お腹の奥をぐりぐりと刺激される。

「あっ、ああっ……！」

　美咲は風見にぎゅっと抱きつきながら、甘くわなないた。

「ン、く――！」

　少しして風見の腰が揺れ、美咲の中に埋まる性器がびくびくと震えた。膜越しにでもわかる。風見の欲望が放たれていた。










「あ、あの私そろそろシャワーを……」

「まだいいだろ。もう少しここにいろ」

　風見に腕枕をされながら、というよりも抱きしめられたまま動けない。頭や額、唇に何度もキスをされながら離してくれない。こんな状態でもうすぐ１時間が経過しようとしている。

「……前と全然違う」

　前は、美咲をすぐにシャワーへと向かわせた。自分は役立たずだと、寂しかったのに。

「そりゃあ前は俺も自分のを処理するために必死だったからな」

「わ、私がしたのに」

「情けないところは見せられねえよ」

　ぽんぽんと頭を撫でる。

　慈しむような目に、美咲の胸が鳴る。と同時にまだ不安は拭い切れていなかった。

「どうしたそんな顔して」

「本当に私でいいんでしょうか」

「……まだ言うか」

　額にキスが落ちてくる。耳に、頬に、唇に。甘い甘いキスにとろけてしまいそうだ。このまま不安も溶けてなくなってしまえばいいのに。

「俺が、美咲を好きなんだ。そばにいてくれ」

「……」

　まっすぐな目で見つめる風見に、美咲は目を離せなかった。ようやく身体を重ねることはできたけれど、自分はまだ釣り合うとは思っていない。

　けれど、風見が求めてくれるのなら、それに応えたいと思った。

















第五章












　それから美咲はより一層仕事に集中し、たくさんのことを学ぶために積極的に動くようになった。せっかく憧れの職場にいるのだからがんばりたいし、風見の役に立ちたい。なにより、彼に釣り合うような女性になりたい。

　美咲はマーケティング部門に所属しているため、風見と玲と三人でミーティングを行うことが多くなっていた。最初は仲のいい二人を見せつけられているようで胸が苦しかったが、玲の話はとても勉強になり、美咲も学ぶことが多かった。

　どうすれば売れるための広告を作れるか。

　どうすれば注目を集められるか。

　制作にはすでに取りかかっているので、美咲たちがどう展開していくかが重要な部分だ。必死で模索し提案し、本格的にプロジェクトメンバーとしてようやく動き始めた気さえしていた。

「玲さんきれいだよね～」

「ほんと、仕事もできるし憧れちゃう。今度飲みに誘ってみようよ」

　経理の女性の、そんな声が聞こえた。

　玲はというと頻繁に訪れているからか、すっかり社内でも溶け込んでおり、男性社員からも女性社員からも慕われていた。悔しいけれど美咲もそのひとりだ。とくに、なぜか玲は美咲のことを気に入ってくれてやけにかわいがってくれた。

　だからこそつらい部分もあった。

「……玲さんお忙しいところすみません、今大丈夫でしょうか？」

「美咲ちゃん、大丈夫よ。どうしたの？」

　いつの間にか彼女は美咲のことを名前で呼んでくれるほどだった。

「あの、ＷＥＢの魅せ方について教えていただきたいのですが」

「うーん……こんなパターンはどう？」

　玲は仕事ができるだけでなく、センスも抜群だ。だからこそ引っ張りだこのコーディネーターだ。美咲が悩んでいることをすんなりと解決してくれる。

「ねえ美咲ちゃん」

「はい」

　相談している途中、玲が美咲に小声で近づく。ふわりといい香りがした。

「美咲ちゃん、直哉とつき合ってるんだって？」

「っ！」

「ああ、社員の男の子に聞いたの。話を聞くかぎりお気に入りだとは思ってたけど、まさかつき合ってるとは思わなかった」

　社内にバレていることではあるけれど、わざわざ彼女に話すことないのに。誰が話したかはわからないけれど、美咲はバツが悪かった。玲は風見の友人で、きっとすごく仲が良いし風見のこともよくわかっているんだろう。

　そんな人に、なんて思われるのだろうか。

　また釣り合わないなんて言われたら今度こそ立ち直れない。

「ねえ、直哉の秘密教えてあげよっか」

　玲がいたずらっぽく笑う。

「え……」

「おいこら」

　二人の背後から低い声が聞こえた。振り返ると風見が仁王立ちで睨んでいた。

「なに余計なことを話してるんだ？　仕事中だろ」

「はーいすみませんでした～」

「ていうかこれからミーティングだっていうのにいつまで経っても来ないと思ったら」

　風見が玲を睨む。

「あ、すみません。和泉さんは私が引き留めていて……」

「いや、いい。さっさと行くぞ和泉」

「はいはい」

　風見は玲を引き連れてミーティングルームへと行ってしまった。

　二人の背中を見ながら美咲は、先ほどの玲の言葉を思い出していた。風見の秘密ってなんだろう。彼女はどういうつもりでそんなことを言ったのだろう。おもしろがっているのか、牽制か。

　風見と一緒にいたいと思っているのにどうしても不安が頭を出してしまう。










「ねえ直哉、今日飲み行かない？」

「ああ、いいね」

「この間昔の仲間と会ってね、盛り上がったのよ」

「ああ、あいつら元気なのか？」

　残業中の社内でそんな会話が聞こえてくる。ようやくミーティングから戻ってきた風見と玲だ。特に重要なミーティングだったらしく、美咲は呼ばれなかったから正直なところもやもやしていた。

　社内にはもう美咲以外は誰も残っていなかった。仕事は山ほどあるが、明日に回してもいいようなものだ。でも二人きりでミーティングに行ってしまって、気になって残って仕事をしていた。

　風見は美咲を見つけて、玲を振り返る。

「……悪い、やっぱりだめだ」

「どうして？」

「……いや、仕事が残ってる」

　風見の視線を感じる。きっと風見は美咲に気を遣って断ってくれているのだろう。最初は乗り気だったのがその証拠だ。美咲のすぐそばで繰り広げられる会話にじれったくなって、聞こえないふりをしていたが、顔を上げた。

「社長、行ってきたらどうですか？」

「……中島」

　風見は目をまるくしている。

「最近残業続きだし、たまには飲みに行ってもバチは当たりませんよ」

　つとめて明るく振る舞った。嫉妬をしているなんて、おこがましい。風見にも玲にもこの感情は知られたくなかった。

「それなら、中島も一緒にどうだ」

「美咲ちゃんとも飲んでみたい！　あ、でも……」

　玲が言葉を濁すので、これ以上みっともない気持ちになりたくなくて、美咲は被さるように口を開いた。

「わ、私は大丈夫です。自分の仕事が残ってますので！」

　あえて突っぱねてパソコンの画面に向き直り、仕事を再開した。自分の仕事が残っているのは事実だ。嘘をついているわけではない。

「そうか。なら……お先」

　風見の冷たい声が背後で響き、身支度をする音が聞こえる。

「行くぞ、玲」

「あ……うん」

　怒っているような声だった。振り返ることはできなかったので、風見がどんな表情をしていたかはわからない。ただ、最後に玲のことを呼び捨てにしていたのがどうしても心に引っかかっていた。

　美咲と同じように、仕事中は彼女のことを「和泉」と呼ぶのに、今はとっさに名前が出ていた。それほど仲がいいという話ならしかたがない。のに、美咲は胸が苦しくなる。

　風見が会社を出てから、意地を張ってしまったことをひどく後悔した。

　一緒に行くかと誘ってくれたのに、突き放してしまった。せっかく風見と向き合おうと思っていたところだったのに。






　一人残ったオフィスは静かだ。

　仕事に集中できないし、一度落ち着こうとリフレッシュルームでコーヒーを飲んだ。ほっと落ち着いてから仕事を再開する。……が、仕事をしていても先ほどの光景が目に浮かんでやっぱり集中できなかった。

　これでは職場にいる意味がない。もう帰ってしまおうと身支度を整えていた。すると外から足音が聞こえ、ドアが開かれる。その音の大きさにびくりと肩が揺れた。

「……まだいたのか」

　現れたのは風見だった。不機嫌そうに、美咲を見ている。

「ど、どうして戻ってきたんですか」

　風見が会社を出てから、１時間ほどしか経過していない。正直な感想だけれど、あまりに可愛くない反応だと自覚があった。

「……中島は、俺のことが好きじゃないのか？」

「き、急にどうしたんですか」

「いいから、答えろ」

　真剣な表情をしてじわりじわりと美咲に近づいてくる。美咲はデスクに座ったまま風見を見上げていた。

「……」

「好きじゃないのに、ただの憧れなのに、怖がりながら抱かれたのか」

　違う、と首を振った。

　最初は確かに尊敬や憧れの気持ちのほうが強かった。けれど次第に一人の男の人として惹かれていたのは事実だった。だから風見になら抱かれてもいいと思ったのだ。いつからか、風見の大きな手が恋しくなっていた。

「お前キス好きだもんな。キスがうまければ誰でもいいんじゃないのか？」

「ち、違います！」

　美咲は語気を強める。

　深呼吸をしてから風見をまっすぐ見つめた。

「私は、直哉さんが…………好き、です」

　風見がため息を吐き、すっと息を吸った。

「じゃあどうしてあんなことを言った？」

「あんなこと……」

「俺が玲と二人で飲みに行ってもいいと。なんで戻ってきた、と」

「……お邪魔になるかと思って」

「でも俺はお前を誘ったよな」

「だ、だって社長、玲さんとお似合いだからっ」

　思わず本音を吐き出していた。恥ずかしいからあまり口にしたくなかったのに勢いで答えてしまった。

「……は？」

　あまりの威圧感にたじろぐ。けれど座っているので逃げられない。風見はゆっくり近づき、美咲の目の前に立つ。明らかに怒っていて、怒鳴る勢いだ。美咲は唇をぎゅっと引き結び、風見の反応を待った。

「っ、はははっ」

　すると風見は急に声を出して笑い始めた。美咲はぽかんとして風見を見上げる。

「え……？」

「なんだ、やっぱり嫉妬したのか。安心した」

　優しい手が美咲の頬にふれる。

「あいつとは仲間だ。あいつもそう思ってるし、恋人もいる」

「……でも」

「俺はお前が好きだって言ってるんだから、信じろ」

　優しく唇が重なる。でも美咲はそれだけでは心から安心できなかった。

「……どうして私なんですか。社長なら女の人選び放題じゃないですか」

　視界が潤んでいく。今までの不安が勝手に吐き出されてしまう。

「なんで、私なのかわからないです」

　涙がぽろりとこぼれた。こんなことで泣くなんて恥ずかしい。手で涙を拭おうとしたら風見の指にすくいとられた。

「……」

　風見はゆっくり隣の席に座り、美咲の両手をにぎる。

「美咲が面接に来た時、すんげえ疲れ切った顔してて、こりゃ採用しても続かないだろと思ったんだ」

　面接の時のことを思い出す。美咲は相当疲れていたのと、相当緊張していた。手応えもなく、絶対に落ちるだろうと思っていたら採用通知が来て、泣くほどうれしかったのを覚えている。

「でも、例のＣＭの話をし始めた時、急に目が輝いて饒舌になった。熱意と愛を感じて、ついでに女としても惹かれた」

　美咲を変えてくれたＣＭのことだ。あの瞬間のことは今でも忘れない。

「最初は、前の職場がブラックだったし、男が苦手そうな素振りを見せるから心配で見ていただけだったが、一緒に過ごしていくうちにお前の一生懸命なところとか、丁寧に仕事をするところ、前を向こうとしてるところを見ていて、俺はいつからかお前のことばかり考えるようになった」

　風見が切なげに美咲を見つめる。美咲は黙って耳を傾けながら、初めて知る風見の気持ちに胸を打たれていた。

「年の差とか、立場とかを考えてもどうしてもお前が欲しくなった」

　風見の気持ちが痛いほど伝わってくる。胸が苦しくなる。

「だからお前がそんなに自分に自信がないのが不思議でしょうがない。お前は魅力的な女だよ」

　手のひらが美咲の頬を撫でる。指先は唇にふれた。

「……これでも、安心できないか？」

　美咲は涙を流しながら首を振る。風見の気持ちは充分過ぎるほど伝わった。自分のことばかりだったのが恥ずかしいくらいだ。

「ついでに俺も不安なんだが」

「……え」

　涙を拭いながら風見をのぞき込む。

「さっき初めてお前の口から好きだって聞いた」

「あ」

　そういえば一度も伝えていなかった。惹かれるだろうということは最初からわかっていたので美咲にとっては当然の気持ちだった。けれどそれを一度も伝えたことがなかった。

「もう一度言ってくれないか」

　握っている手に力が込められた。

　彼が伝えてくれたように、美咲も自分の気持ちを言葉にする。

「……最初は、尊敬や憧れが強かったんですけど、今は……男の人として好きです」

　風見の目をじっと見つめながら伝える。風見も、美咲を熱のこもった目で見ていた。

「直哉さん、好きです」

「っ……美咲」

　イスに座ったまま引き寄せられ、強く抱きしめられる。

「……よかった」

「私も、不安にさせてたんですね」

「まあ俺には自信があったがな」

　冗談交じりに言うので美咲は思わず吹き出してしまった。

「よかった、笑ってくれて」

　風見の指が目尻に溜まった涙を拭う。そのまま頬を包まれて、キスをした。優しいキスだった。

「ん……」

　けれど優しいだけで終わるわけはなかった。唇をぺろりと舐められると美咲は薄く口をひらいた。すぐにもぐり込んでくる肉厚な舌は美咲の舌を絡め取る。何度も角度も変えて深く吸われる。

　キスをしている間に風見の手は美咲の腰を撫でた。

「ひゃ、あ、あの社長、ここではちょっと……」

　美咲は風見から距離を置いた。もうなくなったと思っていたトラウマは、オフィスの中では思い出さずにはいられなかった。まだ忘れられないなんて、本当に嫌になる。

「……思い出すか？」

「まだ、少しだけ」

　前よりはだいぶマシになったはずだ。ただ、場所が悪かった。

「でも、俺がさわると気持ちよくなるって、もうわかってるんだろ？」

　風見がにやりと挑発的に微笑む。

　図星を指されて絶句した。風見の手にふれられると気持ちがよすぎてどうにかなってしまいそうになる。トラウマを思い出しながらもよがってしまう自分が怖いのだ。

「だ、だから怖いんですっ！　……でも」

　身体を伸ばし、風見の唇に自分のそれを口づけた。

「その通りです」

「っ、お前……」

　再び深く口づけながら風見は美咲の身体をまさぐった。服がぐちゃぐちゃになるほどに撫で回され、唇が離れる頃にはお互いが息を荒くしていた。

　風見は席を立ち美咲をデスクに寝かせる。帰り支度をしていたところなのでデスク周りは片付いていたことが救いだった。

「え、本当にここでしちゃうんですか？」

「ああそのつもりだが。嫌か？」

　風見はいつにも増して高揚しているみたいだ。

　美咲も胸がどきどきして、このまま風見に抱かれてしまいたいという気持ちだったが、心配事もあった。

「……だって、仕事中も思い出しちゃいます」

　ここで抱かれてしまったら、仕事に集中できなくなる。風見のキスや、手や、熱を思い出しては頭から離れなくなってしまう。

「……思い出して、ずっと俺のことだけ考えてろ」

「あ、ん……っ」

　熱い唇が重なり、風見の手が美咲の服を脱がしていく。シャツのボタンを外して、白色のブラジャーのホックを外す。大きな手は胸を包み込むようにして動いた。

「もう身体熱くなってる」

　そんなこと言って、風見の手も火傷しそうなくらい熱い。熱い手のひらが美咲の胸を揉みしだき、ぷくりと膨れた先端を指先で転がす。

「あ、あ」

　声を出すと静かなオフィスに響いてしまって、慌てて口を押さえた。

「誰も聞いてないって」

「で、でも」

　ビルの警備員が見回りにくるかもしれない。もしくは社内の誰かが戻ってくるかもしれない。誰かに見られたら恥ずかしくてどうにかなってしまう。

「オフィスの鍵かけたから心配するな」

「い、いつの間に」

「集中しろ、美咲」

「あ……っ」

　風見は美咲の足を持ち上げて、スカートをたくし上げた。あらわになった下着の上を彼の指がこする。

「や、だ、恥ずかしいっ」

「こんなに濡らしておいて？」

　濡れた下着の上から割れ目をなぞる。びくびくと震えた。自由のきかない体勢でどうすることもできない。

「……うまそう」

　下着をずらして風見の指が直接秘部にふれた。くちゅくちゅと指で蜜をかき混ぜて、中にまで入ってくる。美咲の蜜口の奥へ指を差し入れて出し入れを繰り返す。まるで挿入しているような動きに美咲は思い出してしまった。

　風見の高ぶった熱の感触を。

「なんて顔してるんだよ」

「は。ぁ……」

「もう欲しいのか？」

　美咲はうなずくことができなかった。欲望よりも羞恥が勝ってしまった。身体はすでに熱を待っているというのに。

「じゃあ、もうちょっとあとで」

「えっ……」

「なに？」

「……」

　風見がにやりと笑う。美咲はやっぱり何も言えずに黙り込んだ。

「ひゃぅっ」

　風見は美咲の蜜に舌を這わせた。水音を立てながら舐め、指は中をかき混ぜる。同時にされると美咲の頭はすぐに白く飛んでしまいそうになった。

　こらえきれずに美咲は風見の名前を呼ぶ。

「直哉さんっ」

「ん？　なんだ？」

　風見が余裕の笑みで美咲を見つめる。きっと彼は美咲が何を言いたいかわかっている。それなのに意地悪をしているのだ。

「そんな顔するなって。たまには美咲から求めてほしいんだよ」

　両頬を両手で挟まれて、唇に軽くキスをされた。

「ほ、欲しい……です。直哉さんが欲しいの……」

「……いいよ」

　甘い視線を向けられると、どうしようもなく胸がきゅっと締め付けられる。全身が熱くなる。奥のほうが、疼く。

「ん……っ」

　蜜口を押し開かされ、ゆっくりと入ってくる風見の欲望。濡れそぼった蜜口は勃ち上がった性器を受け入れた。

「……っ、はぁ……」

　風見が深いため息を吐く。

　すべて収めたあとも風見は動かずにじっとしている。

「……直哉さん？」

「ん……ちょっと中を味わってる」

「は、恥ずかしいこと言わないでくださいっ」

　風見は苦しそうな息を吐くくせに、まだ動かない。むしろ美咲が焦らされているみたいだった。

「ほら、美咲も俺の形わかるだろ？」

「……っ」

　中に感じる熱。

　それだけではなく、意識してしまうと風見の言う通り、形までわかる気がしてくる。膜越しだとはいえ美咲の中を埋める熱の脈さえ感じる。

「ぁ……なんか、やだ……」

「我慢できない？」

「そうじゃ、なくて」

「動いてないのにイキそう？」

　どちらかといえばその感覚に近い。激しい動きはひとつもないのになぜかぞわぞわと絶頂に向かっている気がする。

「……今はゆっくりしたい」

「え……」

　風見はようやく動き始めた。けれど宣言通り、ゆったりとした動きだった。ぬるりと腰を引いたかと思うと、またゆっくり押し込む。それを繰り返していく。

「ん、ぁ……」

「美咲の中気持ちいいよ」

　うっとりと囁かれる。

　風見が熱を出し入れするたびにくちゅりくちゅりと音が鳴る。焦らされているようで美咲は蜜をこぼす。

「な、直哉さん……」

「ん？　切ない？」

「あぅっ」

　内側の手前のほうを性器でこすられて、声が洩れる。優しくしてくれるのもいいけれど、物足りなさと焦れったさが美咲の瞳を潤ます。

「俺としてはもっと欲しがってほしいんだが」

「……んぅ」

　唇が深く重なる。美咲は少しの刺激でもピクピクと反応してしまうようになっていた。いつでも達してしまいそうなのに、そこまではいかない。苦しい状態だった。でもひたすら気持ちがよくてとろけそうだった。

　初めての感覚に目眩がした。

「そろそろ俺も限界だ……ッ……」

「あっあ」

　決して激しい動きではなく、ゆるい動きのまま風見は美咲を揺さぶる。動くたびに蜜がじゅわりと溢れ滴っていく。奥をゆっくりと突かれて焦らされていた快感が一気にせり上がっていく。

「……あ、なんか、変……んっ」

　ゆっくりとした動きでもどかしいはずなのに、絶頂へと導かれていくのがわかる。

「ここ、真っ赤に膨れてる」

「あ、やぁっ！」

　風見の太い指先が、美咲の花芯にふれ、転がす。風見は容赦なく、指先で摘まみ花芯をくりくりと弄る。

「んんっ――！」

「っ……く」

　美咲はびくびくと大きく震え、あっという間に白く弾けていた。ぎゅうっと身体が収縮し、遅れて風見が眉根を寄せ、腰を震わせていた。

「は、ぁ……ちぎれそうだった……イくつもりじゃなかったのにな」

　風見が独りごちる。

　ぬるりと蜜口から性器が抜かれ、小刻みに身体が反応した。

「美咲、つらくないか？」

「はい……なんか、よくわからないくらい気持ちよかった、です……」

　ぼんやりと風見を見上げる。

　風見も額に汗をかいていて、ふれる手も汗ばんでいた。けれどそれが心地よく、ほどよい疲労感にこのまま眠ってしまいたいくらいだった。

　けれど美咲にはしてみたいことがあった。もうずっと与えられるばかりで、何も返せていないのが心残りだった。

「わ、私も……」

　ゆっくりと起き上がる。

　服は乱れたままデスクから降りて、風見の下にかがんだ。彼の性器を目の前にしてしまいたじろぐが、それでも美咲の欲望は萎えることはなかった。まだ少し勃ち上がっている風見の性器を手でそっとさわった。あまりの熱さと脈動に、胸の奥に火がついた。

「え？　あ、おいちょっと待て何する気だ」

「直哉さんを、気持ちよくしたいんです」

「十分気持ちよかったよ、おい、美咲」

　焦る風見の声を無視して美咲は性器を撫でる。

「んむ……」

「っ、あ」

　風見の高ぶりに恐る恐る舌を這わせると、彼は甘い声を洩らした。

「汚いから、やめろって」

　ふるふると首を振った。風見の性器はぬるぬるとしていて少し舐めただけでむくりと勃ち上がった。口淫は一度もしたことはないけれど、なんとなくの知識だけはあった。先端をぺろぺろと舐めて、根元は手で扱く。気持ちいいのかわからなかったけれど、風見の反応を見て、間違ってはないと自信が持てた。

　風見は後ろのデスクにもたれかかり手をついて、熱い息を洩らす。見上げながら舐めていると、ふいに目が合った。

「んんっ」

　性器の質量が増す。驚いてつい手を離してしまった。

「……もう、いいから……」

「嫌ですっ」

「あ」

　風見にはさんざん気持ちよくしてもらったのだ。少しでお返しがしたい。同じように彼を気持ちよくしたい。

　美咲は再び性器を掴み、そっとこすり上げる。裏側や先端を丹念に舐めた。経験がないのでまだこれくらいしかできない。本当はもっと気持ちよくなってもらいたい。

「美咲、もう、いい」

　風見の苦しげな声が耳に届く。でも美咲は意地になって口を離すことができない。

「もう、やめろって！」

　無理矢理引き剥がされて、怒らせてしまったのだと恐る恐る風見を見上げた。

「……あ……ご、ごめんなさ……」

「いや違う、謝ることはない。大声を出して悪かった。……イキそうになった」

　はぁ、と長いため息を吐く。

「いってもいいのに……」

　口の周りについた分泌液を、風見の指が拭った。

「俺は、お前の中でイキたいんだよ」

「……」

「俺のをこんなにして、責任とれよ」

「あ……」

　苦しそうなほど、風見の性器は反り返っていた。美咲の太ももにこすりつけるようにして動く。自分の手で彼の高ぶりをこんなにできたんだと思うと、妙な満足感があった。

「デスクに手ついて」

　風見に導かれるまま、先ほどつながっていたデスクに手をつく。後ろからスカートをたくし上げられてあらわになったお尻を撫でられる。

「や、恥ずかし……」

　風見は後ろから手を伸ばして美咲の秘部にふれる。感じ続けているその場所は潤みぬかるんでいて待ちわびていたように風見の指を飲み込んだ。

「こんなにいやらしい女だとは思わなかったな」

「っ、直哉さんのせいですっ」

「それは光栄だ」

　くちゅりと音を立てて美咲の蜜口が開かれる。押し当てられた指ではない熱に息を呑んだ。風見が低く呻くと、一気に欲望が美咲の中へと入ってくる。達したばかりの蜜口はひくひくと反応し、美咲の腰も震えた。

「あっあ……深い……」

「くっ……はぁ、濡れてて、熱くて、気持ちいい……」

　風見は最初から激しい律動を始める。潤みきったその場所は熱をすんなりと受け入れ、蜜が潤滑油となり動きをスムーズにさせた。腰を揺さぶるたびに肌がぶつかる音がして、蜜が滴り落ちる。

　職場でなんて淫らなことをしているんだろうなんて今さらなことを考えていた。これでは本当に、仕事をする時思い出してしまう。

　腰を掴んでいた風見の手は、胸にまで回ってきて揉みしだく。乱暴に先端を摘むと美咲の頭が痺れた。

「あ、直哉さ……っんん」

　あまりの刺激に助けを求め振り返ると、風見が身体を折ってくちづけてきた。無理な体勢につながりは深くなり、つながっている場所からぐちゅりと音がした。
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「あぅっ」

「美咲、好きだ」

「っ」

「……きつ……そんなに締めるな」

「し、知らないですっ」

　風見を締め付けるのは、自分の意思ではない。身体が勝手になってしまっただけだ。耳元で風見の荒い息が聞こえて、身体がぞくぞくと震える。

「わ、私も、好きです……直哉さん、好きっ」

　美咲の奥まで届くようにぐちゅぐちゅと音を立てながら突き上げられる。オフィスにぐちゅぐちゅとした淫らな音と、二人の荒い息づかいが響く。

　風見は腰をぐりぐりと押しつけて、最奥を抉られるたびに美咲はオフィスだと思えないくらいに高い嬌声を上げる。口をつぐもうにも、嬌声とともにすぐに開いてしまって我慢ができない。その間も風見は美咲を揺さぶり続ける。

「あ、あっ、直哉さ……激しっ……」

　奥をゴリゴリと貫かれる感覚。

　先ほどとは違ってまっすぐな快感に美咲は身を任せた。揺さぶられながら大きな手は揺れる胸を包み込む。強いくらいの力で揉みしだかれ、優しさよりも激しく求められる動きに翻弄された。

　突き上げは深く重く、美咲を仰け反らせる。

「、もう……だめだっ」

　いつになく余裕のない風見の動きは美咲を心ごと高まらせた。

「あっ、んんぅ……！」

　美咲は目をぎゅっと閉じて甘くわなないた。風見も低く呻き、後ろからぎゅっと強く折れそうなほど抱きしめられる。中では風見の熱がびくびくと跳ねていた。

　覆い被さる風見の温もりが心地良い。しばらく汗ばんだ肌を重ねていた。










「……だめだ、もっとしたい」

　ぐちゃぐちゃになった服や、散らかったデスク上を二人で片付けをしていたら、風見がぼそりとつぶやいた。独り言かと思ったけれど視線を向けると熱視線と目が合った。

「ええっ」

　二回もしたのに、もっと？

　美咲はもう身体に力が入らなくて立っているのがやっとだというのに。まんまるの目で風見をじっと見ていると、風見は時計を確認し、一度大きくうなずいた。

「さすがにこれ以上は遅くなるな……うちに来い」

　時間のことをすっかり忘れていた。美咲も同じように時計を見るともう22時を回っていた。けれど、風見の目はまだぎらぎらと燃えている。

「一晩中愛してやる」

　挑発的に口元を緩め、美咲は何も言えなくなった。美咲に拒否権はないみたいだ。身体はまだ熱を持っている。まだ、収まらない。風見の手をとり美咲は一歩踏み出した。

　不安はいつの間にか消えてなくなっていた。










「……それで、ＷＥＢサイトのほうもなかなかのアクセス数みたいね」

「はい。玲さんのアドバイスのおかげです」

「ＳＮＳからのアクセスがダントツね。クライアントも喜んでるんじゃない？」

「はい。おかげさまで」

　美咲は玲と真剣にミーティングをしていた。風見は後ろでその様子を見守るようにしているだけだった。

　急に風見は、美咲の成長のためにと美咲に仕事を任せると言い出したのだ。もちろんアドバイスやサポートはしてくれているが、ほとんどのことを美咲に任せている。最初は不安だったけれど自ら率先して進めていくのは新鮮で楽しかった。

　玲と仕事をしていると、どうしても自分と比較してしまい落ち込むこともあるが、風見が選んでくれた自分を大切にしようと思い直した。前向きに仕事をがんばったり、女磨きをしたり、成長するためにすることは山ほどある。

「……美咲ちゃん、なんかきれいになった？」

　唐突に話題がすり替わる。

　玲の色っぽい視線が美咲を釘付けにする。きれいになったかどうかはわからないけれど、美人の彼女に言われたことがとてもうれしかった。

「おい、俺のだから手を出すなよ」

「わかってるわよ、ていうか私女だし。あんた美咲ちゃんに夢中過ぎるでしょ。重い男は嫌われるわよ～」

「なっ」

　目を見開いた風見を無視して玲は内緒話をするように美咲に語りかける。

「聞いてよ美咲ちゃん。前に飲みに行った時にね、直哉、美咲ちゃんの話しかしないの。こっちは昔の友だちとか仕事の話とかしてるのにさ、美咲が、美咲が、って。私だって彼氏ののろけ話したいっつーの」

「おい、玲！」

「学生時代から直哉と友だちだったけど、女のことでこんなに夢中になってるの初めて見たからびっくりしたの。こいつの弱み握ったなって思ったわ」

　玲がけらけらと笑う。

「……もしかして、それが社長の秘密ですか？」

「そうそう。ずっと美咲ちゃんに話したかったのよね～こいつこんなデレデレして美咲ちゃんのこと話すんだよって」

　まるで恋愛話をする学生のように玲ははしゃいでいる。普段はサバサバした人なのに、こういう時は可愛くなるんだ、と新たな魅力に気づく。

「この間なんて美咲ちゃんに会いたくなったからって一時間くらいで店出ちゃってさ。デレデレ話す姿をこっそり動画撮って美咲ちゃんに見せようと思ったのに」

「お前っそんなことしようとしてたのか！」

　風見の怒りを無視して玲は続ける。彼女は強い。本当に仲が良いのだと思い知らされるが、悲しみや不安はなかった。

「ついでにいい大人が、美咲ちゃんが一目惚れしたっていうＣＭにまで嫉妬し始めるし」

「おい、いいかげんにしろよ」

　焦っているのか風見の険しい声が制止しようとするが、玲は気にすることなく続ける。

「あれ作ったの俺なのに～ってね」

「……えっ」

　玲の話を黙って聞いていた美咲はそこで初めて声を上げた。

「あれ？　知らなかった？」

　美咲は風見に視線を向ける。風見は顔を赤くして、頭を抱えていた。風見がこれほど参っているのは見たことがない。

「あらら。じゃ、お先～」

　風見と美咲の顔を交互に見て、玲はミーティングルームをこっそりと出た。仕事中なのに気を遣わせてしまった。今度謝らなければ。

　でも今は、この真っ赤になっている人に聞きたいことがたくさんあった。

「な、なんで教えてくれなかったんですか」

　今ＣＭを制作しているのは西野たちだ。だからてっきり美咲の転職のきっかけになったＣＭも西野たちが作ったものだと思っていた。もちろん監修はしているだろうけれど、まさか風見の手で作ったものだとは。

「……自分で言うのはかっこ悪いだろう」

　手のひらで顔を覆っている。でも顔が赤くなっているのは隠せていない。

「会社立ち上げて、俺が最初に作ったのがアレ。今見返すと相当わかりづらくて稚拙だよ。でも大事な作品だ」

　風見は懐かしむように目を細めた。

「……だから、美咲がべた褒めしてくれるのすげえうれしかったよ」

　風見の手が美咲の手に重なる。距離が縮まり、風見の息を感じた。

「……直哉さん、まだ仕事中……」

「ああ。キスだけ」

　ふれるだけのキスを二回。美咲はそれだけでうっとりとしてしまう。このまま仕事を放ってしまいたいとさえ思ってしまうけれどさすがにできないことだ。

「じゃあ私は、二回も直哉さんに助けられたんですね」

　転職と、トラウマ。

　どちらも風見に救われたことになる。感謝してもしきれないほどだ。苦しい思いをしていた美咲を、明るい場所に連れ出してくれた。それだけではなく気持ちいいことまで教えてくれた。

　たまらず美咲は風見に問いかける。

「……キスしていいですか？」

「……仕事中だぞ」

　くすりと笑い合う。






　風見の温かくて大きな手に包まれながら、美咲は自分からキスをした。
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